
備 考

3 8 - 24 博士（人工知
能科学）

令和4年4月
第1年次

東京都豊島区西池袋3
丁目34番1号

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

計 3 8 - 24

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾘｯｷｮｳｶﾞｸｲﾝ

設 置 者 学校法人　立教学院

大 学 の 目 的
キリスト教に基づく人格の陶冶を旨とし，学校教育法（昭和22年法律第26号）により
学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究めること。

新 設 学 部 等 の 目 的

【目的】
学士課程教育における一般的並びに専門的教養の上に， 人工知能（ Artificial
Intelligence: AI ）を研究し，その深奥を究め，かつ、キリスト教に基づいて人格
を陶冶し文化の進展に寄与すること。
【養成する人材像】
・AI駆動型科学（AI技術によって革新される科学研究）を推進し、自然科学の研究
  に新展開をもたらすことができる人材
・先端的なAI研究開発を主導できる人材
・自然科学にとどまらず、人文社会科学の分野においても、人工知能技術の応用に
　より研究に新展開をもたらすことができる人材
・データサイエンス・人工知能分野の「知の体系」を修得した上で、社会に対する
　広い視野を持ち、AI技術と社会をつなぐ役割を果たして、様々な社会問題の解決
　のために貢献できる人材

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

人工知能科学研究科
［Graduate School of
Artificial
Intelligence and
Science］

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

【Doctor of
Science in
Artificial
Intelligence
】

　人工知能科学専攻
　博士課程後期課程
［Doctral Program
　in Artificial
　Intelligence and
　Science］

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大学院設置基準
第14条による教
育方法の特例を

実施

以下、令和3年6月収容定員に係る学則変更認可申請予定（別途、特定地域内学部収容定員増加
届出書提出済み（令和2年7月）。申請時期を6月に変更する等の変更届出を提出済み(令和3年3
月）。）

文学部　〔定員増〕（ 72）
　キリスト教学科　　　〔定員増〕（ 4）
　史学科　　　　　　　〔定員増〕（ 4）
　教育学科　　　 　　 〔定員増〕（ 4）
　文学科　　　　　　　〔定員増〕（60）
経済学部〔定員増〕（ 16）
　経済学科　　　　　　〔定員増〕（ 8）
　会計ファイナンス学科〔定員増〕（ 4）
　経済政策学科      　〔定員増〕（ 4）
社会学部〔定員増〕（ 36）
　社会学科　　　　　  〔定員増〕（12）
　現代文化学科 　　　 〔定員増〕（12）
　メディア社会学科    〔定員増〕（12）

合計　　〔定員増〕（124）

フ リ ガ ナ ﾘｯｷｮｳﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

大 学 の 名 称 立教大学大学院  (Rikkyo University Graduate School)

大 学 本 部 の 位 置 東京都豊島区西池袋3丁目34番1号

計 画 の 区 分 研究科の専攻に係る課程の変更



学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

教
員
組
織
の
概
要

（7） （1） （0） （0） （8） （0） （16）

12科目 1科目 22科目 26単位

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

人工知能科学研究科
人工知能科学専攻
博士課程後期課程

9科目

新

設

分

人工知能科学研究科　人工知能科学専攻
(博士課程後期課程)

人 人 人 人 人 人 人

7 1 0 0 8 0 16

計
7 1 0 0 8 0 16

（7） （1） （0） （0） （8） （0） （16）

（0） （0） （10） （0） （4）

文学研究科　英米文学専攻(博士課程後期課程) 8 2 0 0 10 0 0

既

設

分

文学研究科　英米文学専攻(博士課程前期課程) 8 2 0 0 10 0 4

（8） （2）

（8） （2） （0） （0） （10） （0） （0）

文学研究科　史学専攻(博士課程前期課程) 9 4 0 0 13 0 12

（9） （4） （0） （0） （13） （0） （12）

文学研究科　史学専攻(博士課程後期課程) 9 4 0 0 13 0 0

（9） （4） （0） （0） （13） （0） （0）

文学研究科　教育学専攻(博士課程前期課程) 13 0 0 0 13 0 8

（13） （0） （0） （0） （13） （0） （8）

文学研究科　教育学専攻(博士課程後期課程) 13 0 0 0 13 0 0

（13） （0） （0） （0） （13） （0） （0）

文学研究科　日本文学専攻(博士課程前期課程) 7 1 0 1 9 0 6

（7） （1） （0） （1） （9） （0） （6）

文学研究科　日本文学専攻(博士課程後期課程) 7 1 0 1 9 0 0

（7） （1） （0） （1） （9） （0） （0）

文学研究科　フランス文学専攻(博士課程前期課程) 6 0 0 0 6 0 3

（6） （0） （0） （0） （6） （0） （3）

文学研究科　フランス文学専攻(博士課程後期課程) 6 0 0 0 6 0 0

（6） （0） （0） （0） （6） （0） （0）

文学研究科　ドイツ文学専攻(博士課程前期課程) 4 1 0 1 6 0 2

（4） （1） （0） （1） （6） （0） （2）

文学研究科　ドイツ文学専攻(博士課程後期課程) 4 1 0 1 6 0 0

（4） （1） （0） （1） （6） （0） （0）

文学研究科　比較文明学専攻(博士課程前期課程) 5 2 0 0 7 0 3

（5） （2） （0） （0） （7） （0） （3）

文学研究科　比較文明学専攻(博士課程後期課程) 5 2 0 0 7 0 0

（5） （2） （0） （0） （7） （0） （0）

文学研究科　超域文化学専攻(博士課程前期課程) 4 3 0 0 7 0 4

（4） （3） （0） （0） （7） （0） （4）

文学研究科　超域文化学専攻(博士課程後期課程) 5 3 0 0 8 0 0

（5） （3） （0） （0） （8） （0） （0）

経済学研究科 経済学専攻（博士課程前期課程） 31 11 0 0 42 0 10

（31） （11） （0） （0） （42） （0） （10）

経済学研究科 経済学専攻（博士課程後期課程） 25 2 0 0 27 0 0

（25） （2） （0） （0） （27） （0） （0）



教
員
組
織
の
概
要

既

設

分

理学研究科　物理学専攻（博士課程前期課程） 9 3 0 0 12 0 14

（9） （3） （0） （0） （12） （0） （14）

理学研究科　物理学専攻（博士課程後期課程） 9 3 0 0 12 0 0

（9） （3） （0） （0） （12） （0） （0）

理学研究科　化学専攻（博士課程前期課程） 10 2 0 0 12 0 15

（10） （2） （0） （0） （12） （0） （15）

理学研究科　化学専攻（博士課程後期課程） 10 2 0 0 12 0 0

（10） （2） （0） （0） （12） （0） （0）

理学研究科　数学専攻（博士課程前期課程） 9 4 0 0 13 0 6

（9） （4） （0） （0） （13） （0） （6）

理学研究科　数学専攻（博士課程後期課程） 9 4 0 0 13 0 0

（9） （4） （0） （0） （13） （0） （0）

理学研究科　生命理学専攻（博士課程前期課程） 11 1 0 0 12 0 7

（11） （1） （0） （0） （12） （0） （7）

理学研究科　生命理学専攻（博士課程後期課程） 11 1 0 0 12 0 0

（11） （1） （0） （0） （12） （0） （0）

社会学研究科　社会学専攻（博士課程前期課程） 25 5 0 1 31 0 19

（25） （5） （0） （1） （31） （0） （19）

社会学研究科　社会学専攻（博士課程後期課程） 24 5 0 1 30 0 0

（24） （5） （0） （1） （30） （0） （0）

法学研究科　法学政治学専攻（博士課程前期課程） 23 9 0 0 32 0 8

（23） （9） （0） （0） （32） （0） （8）

法学研究科　法学政治学専攻（博士課程後期課程） 30 9 0 0 39 0 0

（30） （9） （0） （0） （39） （0） （0）

観光学研究科　観光学専攻（博士課程前期課程） 14 3 0 1 18 0 0

（14） （3） （0） （1） （18） （0） （0）

観光学研究科　観光学専攻（博士課程後期課程） 14 3 0 1 18 0 0

（14） （3） （0） （1） （18） （0） （0）

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学研究科　ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻（博士課程前期課程） 21 7 0 0 28 0 11

（21） （7） （0） （0） （28） （0） （11）

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学研究科　ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻（博士課程後期課程） 21 7 0 0 28 0 0

（21） （7） （0） （0） （28） （0） （0）

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻（博士課程前期課程） 17 3 0 1 21 0 40

（17） （3） （0） （1） （21） （0） （40）

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻（博士課程後期課程） 10 2 0 0 12 0 0

（10） （2） （0） （0） （12） （0） （0）

21世紀社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科　比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻（博士課程前期課程） 7 3 0 1 11 0 30

（7） （3） （0） （1） （11） （0） （30）

21世紀社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科　比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻（博士課程後期課程） 7 3 0 1 11 0 0

（7） （3） （0） （1） （11） （0） （0）

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科　異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻（博士課程前期課程） 20 8 0 0 28 0 18

（20） （8） （0） （0） （28） （0） （18）

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科　異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻（博士課程後期課程） 20 8 0 0 28 0 0

（20） （8） （0） （0） （28） （0） （0）



教
員
組
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既

設

分

経営学研究科　経営学専攻（博士課程前期課程） 8 2 0 2 12 0 7

（8） （2） （0） （2） （12） （0） （7）

経営学研究科　経営学専攻（博士課程後期課程） 13 4 0 0 17 0 0

（13） （4） （0） （0） （17） （0） （0）

経営学研究科　国際経営学専攻（博士課程前期課程） 7 5 0 1 13 0 27

（7） （5） （0） （1） （13） （0） （27）

現代心理学研究科　心理学専攻（博士課程前期課程） 5 2 0 0 7 0 6

（5） （2） （0） （0） （7） （0） （6）

現代心理学研究科　心理学専攻（博士課程後期課程） 5 1 0 0 6 0 0

（5） （1） （0） （0） （6） （0） （0）

現代心理学研究科　臨床心理学専攻（博士課程前期課程） 6 4 0 0 10 0 11

（6） （4） （0） （0） （10） （0） （11）

現代心理学研究科　臨床心理学専攻（博士課程後期課程） 6 2 0 0 8 0 0

（6） （2） （0） （0） （8） （0） （0）

現代心理学研究科　映像身体学専攻（博士課程前期課程） 11 3 0 0 14 0 2

（11） （3） （0） （0） （14） （0） （2）

現代心理学研究科　映像身体学専攻（博士課程後期課程） 10 1 0 0 11 0 0

（10） （1） （0） （0） （11） （0） （0）

キリスト教学研究科　ｷﾘｽﾄ教学専攻（博士課程前期課程） 7 3 0 0 10 0 15

（7） （3） （0） （0） （10） （0） （15）

キリスト教学研究科　ｷﾘｽﾄ教学専攻（博士課程後期課程） 6 3 0 0 9 0 0

（6） （3） （0） （0） （9） （0） （0）

人工知能科学研究科　人工知能科学専攻（博士課程前期課程） 7 1 0 0 8 0 7

（7） （1） （0） （0） （8） （0） （7）

博士課程前期課程　計 304 92 0 9 405 0 －

（304） （92） （0） （9） （405） （0） （－）

博士課程後期課程　計 287 73 0 5 365 0 －

（287） （73） （0） （5） （365） （0） （－）

博士課程後期課程　合　　　　計
294 74 0 5 373 0 －

（294） （74） （0） （5） （373） （0） （－）

博士課程前期課程　合　　　　計
304 92 0 9 405 0 －

（304） （92） （0） （9） （405） （0） （－）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

253 186 439

（253） （186） （439）

技 術 職 員

（21） （1）

21 1 22

そ の 他 の 職 員 0 0 0

（0）

計 297 189 486

（297） （189） （486）

（0）

（22）

図 書 館 専 門 職 員 23 2 25

（23） （2） （25）

（0）



大学全体

1,038千円 1,038千円 1,038千円

13,289千円 13,289千円 13,289千円

キリスト教学科

史学科

教育学科

文学科

経済学科

会計ﾌｧｲﾅﾝｽ学科

経済政策学科

図書費には電子
ジャーナル・
データベースの
整備費（運用コ
ストを含む）を
含む。

大学全体

学生１人
当り納付

金
学内

学外

　－千円 　－千円 　－千円1,043千円 1,043千円 1,043千円

4 330 － 1320 学士（経済学） 0.97 昭和24
年度

4 175 － 700 学士（経済学） 0.97 平成14
年度

4 175 － 700 学士（経済学） 0.99 平成18
年度

1.10 昭和37
年度

4 537 － 2148 学士（文学） 0.97 平成18
年度

学士（学術）

経済学部 0.98 同上

ジム、馬場、射撃場、テニスコート、プール、弓道場等

年 人 年次
人

人 倍

文学部 0.99 東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

4

第１年次 第２年次

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 立教大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

49 － 196 学士（文学） 0.94 昭和24
年度

4 214 － 856 学士（文学） 0.96 昭和24
年度

4 100 － 400 学士（文学）

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

－千円 －千円 －千円

－千円 －千円 －千円

－千円 －千円

第６年次

1,268千円 1,043千円 1,043千円 　－千円 　－千円 　－千円

－千円

第３年次 第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、資産運用収入、寄付金収入、補助金収入等

968 0

（2,005,817〔780,992〕） （21,027〔7,049〕） （66,822〔66,707〕） (63,590) (968) (0)

（66,822〔66,707〕） (63,590)

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

点

64,772

演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

136 室 158 室 67 室
21 室

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

13,399.32 ㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

24,608 ㎡ 2,029 2,928,382

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

人工知能科学研究科
人工知能科学専攻
博士課程後期課程

2,058,808〔797,229〕　 21,027〔7,049〕　 66,822〔66,707〕　

標本

（　　　　　0 ㎡） （176,446 ㎡）

合 計 258,592 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 258,592 ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用

(968) (0)
計

2,058,808〔797,229〕　 21,027〔7,049〕　 66,822〔66,707〕　 64,772 968 0

（2,005,817〔780,992〕） （21,027〔7,049〕）

12 室

（補助職員－人） （補助職員－人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

人工知能科学研究科人工知能科学専攻博士課程後期課程 33 室

教室等

講義室

共用する他の
学校等の専用

計

116,505 ㎡

運 動 場 用 地 125,853 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 125,853 ㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用

研究科単位での特定不能
のため、大学全体の数

電子ジャーナル及び学術
雑誌については、その大
半が電子契約のみ又は冊
子契約（所蔵）のみと
なっており、必ずしも電
子ジャーナルが学術雑誌
の内数とならないため、
それぞれ計上

－千円 －千円 －千円

小 計 242,358 ㎡

共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地

0 ㎡ 0 ㎡ 242,358 ㎡

そ の 他

660,283千円 660,283千円 660,283千円 660,283千円

101,919千円 101,919千円 101,919千円 101,919千円

116,505 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

16,234 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 16,234 ㎡

176,446 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 176,446 ㎡

（176,446 ㎡） （　　　　　0 ㎡）



数学科

物理学科

化学科

生命理学科

社会学科

現代文化学科

メディア社会学科

法学科

政治学科

国際ビジネス法学科

観光学科

交流文化学科

福祉学科

ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科

経営学科

国際経営学科

心理学科

映像身体学科

英米文学専攻(M)

英米文学専攻(D)

史学専攻(M)

史学専攻(D)

教育学専攻(M) 2 10 － 20 修士（教育学） 0.55 昭和44
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.66 昭和28
年度

2 15 － 30 修士（文学） 0.50 昭和33
年度

3 6 － 18 博士（文学） 0.49 昭和51
年度

文学研究科 同上

2 18 － 36 修士（文学） 0.19 昭和26
年度

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 1.01 東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 145 － 580 学士（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学） 1.01 平成20
年度

現代心理学部 0.98 埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

4 143 － 572 学士（心理学） 0.98 平成18
年度

4 176 － 704 学士（映像身体学） 0.98 平成18
年度

経営学部 0.97 東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

4 230 － 920 学士（経営学） 1.00 平成18
年度

4 155 － 620 学士（経営学） 0.93 平成18
年度

4 154 － 616 学士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 0.96 平成18
年度

ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学科 4 110 － 440 学士（ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学） 0.97 平成20
年度

4 175 － 700 学士（観光学） 0.97 平成18
年度

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部 0.97

同上

4 154 － 616 学士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 0.98 平成18
年度

4 115 － 460 学士（法学） 1.02 昭和63
年度

観光学部 0.98 埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

4 195 － 780 学士（観光学） 0.99 平成10
年度

法学部 0.98 同上

4 360 － 1440 学士（法学） 0.93 昭和34
年度

4 110 － 440 学士（政治学） 1.08 平成8年
度

4 170 － 680 学士（社会学） 1.00 昭和33
年度

4 170 － 680 学士（社会学） 0.99 平成14
年度

4 170 － 680 学士（社会学） 0.98 平成18
年度

4 77 － 308 学士（理学） 1.00 昭和24
年度

4 72 － 288 学士（理学） 0.97 平成14
年度

社会学部 0.99 同上

理学部 0.98 同上

4 66 － 264 学士（理学） 0.96 昭和24
年度

4 77 － 308 学士（理学） 1.00 昭和24
年度

既
設
大
学
等
の
状
況



教育学専攻(D)

日本文学専攻(M)

日本文学専攻(D)

フランス文学専攻(M)

フランス文学専攻(D)

ドイツ文学専攻(M)

ドイツ文学専攻(D)

比較文明学専攻(M)

比較文明学専攻(D)

超域文化学専攻(M)

超域文化学専攻(D)

経済学専攻(M)

経済学専攻(D)

物理学専攻(M)

物理学専攻(D)

化学専攻(M)

化学専攻(D)

数学専攻(M)

数学専攻(D)

生命理学専攻(M)

生命理学専攻(D)

社会学専攻(M)

社会学専攻(D)

法学政治学専攻(M)

法学政治学専攻(D)

博士（政治学）

2 20 － 40 修士（法学） 0.35 平成18
年度

修士（政治学）

3 10 － 30 博士（法学） 0.06 平成18
年度

2 20 － 40 修士（社会学） 0.97 平成2
年度

3 10 － 30 博士（社会学） 0.33 平成9
年度

法学研究科 同上

2 15 － 30 修士（理学） 0.90 平成8
年度

3 4 － 12 博士（理学） 0.25 平成10
年度

社会学研究科 同上

3 4 － 12 博士（理学） 0.16 昭和37
年度

2 5 － 10 修士（理学） 0.50 昭和30
年度

3 3 － 9 博士（理学） 0.11 昭和37
年度

2 20 － 40 修士（理学） 0.92 昭和28
年度

3 4 － 12 博士（理学） 0.58 昭和30
年度

2 20 － 40 修士（理学） 0.92 昭和29
年度

3 10 － 30 博士（経済学） 0.16 昭和38
年度

博士（会計学）

理学研究科 同上

経済学研究科 同上

2 40 － 80 修士（経済学） 0.67 昭和26
年度

修士（会計学）

3 5 － 15 博士（比較文明学） 0.33 平成12
年度

2 5 － 10 修士（文学） 0.10 昭和42
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.22 昭和44
年度

2 8 － 16 修士（文学） 0.31 昭和42
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.11 昭和44
年度

2 10 － 20 修士（比較文明学） 0.25 平成10
年度

3 8 － 24 博士（文学） 0.29 昭和37
年度

2 8 － 16 修士（文学） 0.25 昭和40
年度

3 3 － 9 博士（文学） 0.22 昭和42
年度

3 3 － 9 博士（教育学） 0.66 昭和47
年度

2 20 － 40 修士（文学） 0.37 昭和35
年度

既
設
大
学
等
の
状
況



観光学専攻(M)

観光学専攻(D)

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(M)

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(D)

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(M)

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(D)

経営学専攻(M)

経営学専攻(D)

国際経営学専攻(M)

心理学専攻(M)

心理学専攻(D)

臨床心理学専攻(M)

臨床心理学専攻(D)

映像身体学専攻(M)

映像身体学専攻(D)

3 4 － 12 博士（臨床心理学） 0.16 平成18
年度

2 15 － 30 修士（映像身体学） 0.29 平成20
年度

3 4 － 12 博士（映像身体学） 0.00 平成22
年度

2 10 － 20 修士（心理学） 0.15 平成18
年度

3 3 － 9 博士（心理学） 0.33 平成18
年度

2 15 － 30 修士（臨床心理学） 0.93 平成18
年度

2 50 － 100 修士（国際経営学） 0.43 平成23
年度

修士（公共経営学）

現代心理学研究科 埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

経営学研究科 同上

2 10 － 20 修士（経営学） 2.05 平成18
年度

3 5 － 15 博士（経営学） 0.40 平成18
年度

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 同上

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(M) 2 20 － 40 修士（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学） 0.60 平成14
年度

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(D) 3 5 － 15 博士（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学） 0.33 平成16
年度

21世紀社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科 同上

比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻(M) 2 50 － 100 修士（社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ学） 0.83 平成14
年度

比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻(D) 3 5 － 15 博士（社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ学） 0.13 平成19
年度

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科 東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

2 90 － 180 修士（経営管理学） 1.03 平成14
年度

3 5 － 15 博士（経営管理学） 0.60 平成19
年度

修士（ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学）

3 5 － 15 博士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 0.46 平成16
年度

博士（ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ学）

3 8 － 24 博士（観光学） 0.16 平成10
年度

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学研究科 同上

2 25 － 50 修士（ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学） 0.38 平成18
年度

観光学研究科 埼玉県新座市北野
一丁目2番26号

2 20 － 40 修士（観光学） 0.60 平成10
年度

既
設
大
学
等
の
状
況



キリスト教学専攻(M)

キリスト教学専攻(D)

人工知能科学専攻(M)

法務研究科（P） 平成30年度より
学生募集停止

－ 平成16
年度

同上

修士（実践神学）

3 5 － 15

該当なし

人工知能科学研究科 同上

2 63 － 126 修士（人工知能科学） 1.05 令和2年
度

－ － － － 法務博士（専門職）

博士（神学） 0.13 平成21
年度

博士（文学）

キリスト教学研究科 東京都豊島区西池
袋三丁目34番1号

2 10 － 20 修士（神学） 0.70 平成21
年度

修士（文学）

附属施設の概要

既
設
大
学
等
の
状
況



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 3 ○ 7 1

1後 3 ○ 7 1

2前 3 ○ 7 1

人工知能科学特別研究４ 2後 3 ○ 7 1

3前 3 ○ 7 1

3後 3 ○ 7 1

1･2後 2 ○ 7 1

－ 20 0 0 7 1 0 0 0 － －

1･2･3前 2 ○ 7 1 オムニバス

1･2･3前 2 ○ 7 1

1･2･3後 2 ○ 7 1

1･2･3後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1･2･3前 2 ○ 兼1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 兼6 オムニバス

1･2･3後 2 ○ 兼4
オムニバス・
一部共同

1･2･3後 2 ○ 1 兼1 共同

1･2･3後 2 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 兼2
オムニバス･
集中

1･2･3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

－ 0 30 0 7 1 0 0 0 兼16 －

－ 20 30 0 7 1 0 0 0 兼16 －

博士課程後期課程に3年以上在学し、リサーチワーク科目（研究指導）
を20単位、コースワーク科目（「※」を付した科目は既に前期課程で開
講している科目であり、前期課程との合同科目である。）を6単位以上
を修得した上で、博士論文を提出し、その審査および最終試験に合格し
た者に博士の学位を授与する。ただし、在学期間に関しては、優れた研
究業績を上げた者については、博士課程後期課程に１年以上（博士課程
前期課程若しくは修士課程又は専門職学位課程に１年以上２年未満在学
し当該課程を修了した者については、当該課程における在学期間を含め
て３年以上）在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 14週

１時限の授業時間 100分

学位又は称号 博士（人工知能科学） 学位又は学科の分野 理学関係

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

人工知能科学特別演習(D)※

小計（15科目） －

合計（22科目） －

－

データサイエンス実習(D)※

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別講義

人工知能科学特別講究１

人工知能科学特別講究２

社会情報科学概論(D)※

計算機科学概論(D)※

統計モデリング１(D)※

統計モデリング２(D)※

複雑ネットワーク科学(D)※

自然言語処理特論(D)※

脳神経科学特論(D)※

量子情報特論(D)※

深層学習演習１(D)※

深層学習演習２(D)※

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科

目
（

 
研
究
指
導
 
）

人工知能科学特別研究１

人工知能科学特別研究２

人工知能科学特別研究３

人工知能科学特別研究５

人工知能科学特別研究６

人工知能科学先端演習

小計（７科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教育課程等の概要

（人工知能科学研究科人工知能科学専攻博士課程後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 2 ○ 1

１前 2 ○ 1

１前 2 ○ 1

１後 2 ○ 1

１後 2 ○ 1

１後 2 ○ 1

２前 2 ○ 1

－ 6 8 0 5 1 0 0 0 －

１前 2 ○ 1 兼1 共同

１後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

１後 2 ○ 1

２前 2 ○ 兼1

２前 2 ○ 1

－ 0 12 0 3 0 0 0 0 兼4 －

１後 2 ○ 1

１後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 1

２後 2 ○ 1

２前 2 ○ 兼1

２後 2 ○ 1 兼6 オムニバス

２前 2 ○ 1

２後 2 ○ 1 兼4
オムニバス・
一部共同

２前 2 ○ 兼1

－ 0 18 0 4 1 0 0 0 兼13 －

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 2

２前 2 ○ 兼2 オムニバス・集中

１後 2 ○ 1 兼1 共同

２後 2 ○ 1

１前 2 ○ 1

１前 2 ○ 2 1

１後 2 ○ 4

２前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

－ 2 16 0 6 1 0 0 0 兼5 －

２前 3 ○ 2 1 兼1 共同（一部）

２後 3 ○ 2 1 兼1 共同（一部）

１前 3 ○ 7 1

１後 3 ○ 7 1

２前 3 ○ 7 1

２後 3 ○ 7 1

－ 0 18 0 7 1 0 0 0 兼1 －

－ 8 72 0 7 1 0 0 0 兼23 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修士課程に2年以上在学し、必修科目８単位、選択科目22単位（選択
必修科目「プロジェクトチーム実習1」、「プロジェクトチーム実習
2」、「特別研究3」及び「修士論文指導演習」を含む。）以上を修
得し、合計30単位以上を修得するとともに、研究指導を受けた上、
修士論文又は特定の課題についての研究成果に係る審査及び最終試
験に合格すること。

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 14週

1時限の授業時間 100分

合計（37科目） －

学位又は称号 修士 （人工知能科学） 学位又は学科の分野 　理学関係

－

研
究
指
導
科
目

プロジェクトチーム実習１

プロジェクトチーム実習２

特別研究１

特別研究２

特別研究３

修士論文指導演習

小計（６科目） －

演
習
・
実
習
科
目

Pythonプログラミング

機械学習演習

人工知能科学特別演習

深層学習演習１

深層学習演習２

応
用
科
目

AIビジネス特論A

自然言語処理特論

人工知能社会実装

認識技術特論

脳神経科学特論

統計モデリング２

量子情報特論

フィンテック特論

小計（9科目）

社会モデリング演習

輪講１

輪講２

データサイエンス実習

小計（９科目）

－

－

AIビジネス特論B

－

基
礎
科
目

情報科学概論

数理科学概論

社会情報科学概論

意思決定の科学

計算機科学概論

人工知能の哲学

小計（６科目）

基
幹
科
目

データサイエンス概論

機械学習

人工知能概論

深層学習

先端科学技術の倫理

統計モデリング１

複雑ネットワーク科学

小計（７科目）

別記様式第2号（その2の1）添付資料
（用紙　日本産業規格A4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人工知能科学研究科人工知能科学専攻修士課程）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考



授業科目の名称 講義等の内容 備考

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目
（

 
研
究
指
導
。

以
下
同
じ
。

 
）

人工知能科学特別研究１

（概要）各指導教員が研究指導を行う科目であり、先端的な専門知識や高度な情報収集
力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプレゼンテーション能力など総合的な
研究遂行力を身につける。共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究
者間でのコミュニケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。
博士課程修了後に学術分野あるいは社会で人工知能・データサイエンスのプロジェクト
を推進するための能力を身につけることを目標とする。各指導教員の研究テーマは次の
通りである。

（１　内山 泰伸）
　宇宙物理学・天文学における観測データに対して統計学および機械学習・深層学習を
応用するデータ駆動科学研究を研究テーマとする。また、スポーツサイエンスにおける
データサイエンス・AI応用研究を行う他、様々な研究領域にまたがる応用人工知能研究
を推進する。

（２　大西 立顕） 
　社会・経済物理学の分野におけるデータサイエンスを推進する。機械学習、複雑系科
学の手法を用いて、社会・経済に関する高頻度かつ高精度なビッグデータを実証科学の
視点から研究する。また、マウスの脳活動などのバイオビッグデータ分析、データ駆動
型物質・材料探索（マテリアルズ・インフォマティクス）をおこなう。

 （３　正田 備也）
　テキストデータを中心とした大規模データを、様々な機械学習の手法を使って分析す
る。特に、教師なし学習を使うことで、データ集合に潜む多様性をできるだけ損なわな
いよう網羅的に抽出し、この抽出結果をデータに応じた個別のアプリケーションに役立
てる。具体的には、トピックモデルのようなベイズ的確率モデルにおける潜在表現を
データ集合に潜む多様性のモデル化に用いる。

 （４　村上 祐子）
　理論計算機科学の一翼をなす数理論理学を中心に、人工知能による科学的発見・道徳
的推論とその思想的バックボーンとなる情報の哲学・倫理、とりわけ人工知能の哲学・
倫理を主要な研究テーマとする。学生には個別の関心に応じて力点を設定し、科学哲
学・数学の哲学・言語哲学の分野、また手法として必須となる論理学の基本文献を学習
した上で、応用倫理学、科学技術社会論の視点からケーススタディを行う。

 （５　新田 徹） 
　複素ニューラルネットワーク等の高次元ニューラルネットワークの研究を行う。数理
的手法あるいはコンピュータ・シミュレーションによって、高次元ニューラルネット
ワークの特有の性質を探索的に調べたり、新しい高次元ニューラルネットワークモデル
を考案する。

 （６　三宅 陽一郎）
　ゲームキャラクターの意識モデルとして、「C4認識アーキテクチャ」と呼ばれるアー
キテクチャが広く採用され、サブサンプション・アーキテクチャ、新しい意思決定アル
ゴリズム、学習システムなどを内包しながら発展している。実例に基づきながら、意識
モデル・意思決定アルゴリズム等について研究する。

 （７　吉川 厚） 
　人工知能(機械学習、テキストマイニング)を用いて様々なデータに隠れている規則性
や法則を発見し、これらの結果を社会シミュレーションへ適用する研究を行う。また、
意思決定学習法の研究や深層学習により画像データの分類等を行う研究も研究テーマと
する。

 （８  瀧 雅人） 
　理論的研究とアルゴリズム開発のいずれかの研究課題を選択する。理論研究では、深
層ニューラルネットの汎化性能や表現能力、モデルの挙動を理解するための数理的な調
査・研究を行う。アルゴリズム開発においては、CNNなどの性能を上げる、あるいは計
算コストを下げるためのアーキテクチャデザインなどを研究する。あるいは敵対的事例
(adversarial example)に対する防御アルゴリズム、XAIのための説明可能な深層学習手
法の研究開発などを行う。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（人工知能科学研究科人工知能科学専攻博士課程後期課程）

科目
区分



リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別研究２

　「人工知能科学特別研究１」からの継続で各指導教員が研究指導を行う科目であり、
先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプ
レゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。共同研究を通して研究を
推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニケーションスキルなど共同研究を
円滑に担当できる能力を涵養する。博士課程修了後に学術分野あるいは社会で人工知
能・データサイエンスのプロジェクトを推進するための能力を身につけることを目標と
する。
　各教員の研究テーマは「人工知能科学特別研究１」に示した通りである。

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別研究３

　「人工知能科学特別研究２」からの継続で各指導教員が研究指導を行う科目であり、
先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプ
レゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。共同研究を通して研究を
推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニケーションスキルなど共同研究を
円滑に担当できる能力を涵養する。博士課程修了後に学術分野あるいは社会で人工知
能・データサイエンスのプロジェクトを推進するための能力を身につけることを目標と
する。
　各教員の研究テーマは「人工知能科学特別研究１」に示した通りである。

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別研究４

　「人工知能科学特別研究３」からの継続で各指導教員が研究指導を行う科目であり、
先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプ
レゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。共同研究を通して研究を
推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニケーションスキルなど共同研究を
円滑に担当できる能力を涵養する。博士課程修了後に学術分野あるいは社会で人工知
能・データサイエンスのプロジェクトを推進するための能力を身につけることを目標と
する。
　各教員の研究テーマは「人工知能科学特別研究１」に示した通りである。

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別研究５

　「人工知能科学特別研究４」からの継続で各指導教員が研究指導を行う科目であり、
先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプ
レゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。共同研究を通して研究を
推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニケーションスキルなど共同研究を
円滑に担当できる能力を涵養する。博士課程修了後に学術分野あるいは社会で人工知
能・データサイエンスのプロジェクトを推進するための能力を身につけることを目標と
する。
　各教員の研究テーマは「人工知能科学特別研究１」に示した通りである。

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別研究６

　「人工知能科学特別研究５」からの継続で各指導教員が研究指導を行う科目であり、
先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプ
レゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。共同研究を通して研究を
推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニケーションスキルなど共同研究を
円滑に担当できる能力を涵養する。博士課程修了後に学術分野あるいは社会で人工知
能・データサイエンスのプロジェクトを推進するための能力を身につけることを目標と
する。
　各教員の研究テーマは「人工知能科学特別研究１」に示した通りである。

リ
サ
ー

チ
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学先端演習

　幅広い知識に基づく高度な専門性を育成する授業科目。横断的な指導体制によって、
学生の研究活動の長期的・継続的な発展を促す学問的総合性の修得を目指すべく、当該
学生の副指導教員が担当する。副指導教員の研究分野に関連する課題に取り組む演習科
目であり、多様な研究領域に接することを通して自らの研究を複眼的な視点で捉え直し
つつ課題解決にあたる能力の獲得を目標とする。演習のテーマや進め方については副指
導教員と相談のうえ決定し、それに沿って学修と実装をおこなう。演習は以下の内容で
構成される。
（１）テーマ設定と文献調査
（２）演習の計画策定と実施
（３）演習結果の分析と評価
　なお、各教員の研究テーマは「人工知能科学特別研究１」に示した通りである。



コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別講義

　多様な分野の複数の教員がそれぞれの研究領域における先端知識、研究課題、研究動
向について講義を行う。各領域の特色、意義、魅力に触れることで、各領域における研
究方法とその多様性を理解し、人工知能科学研究に対する興味・関心を高め、人工知能
科学の全体像を把握する。自身の専門領域に照らし合わせ、研究方法の共通点・相違点
について議論・意見交換を行う。多様なものの見方・考え方に触れることで自身の専門
領域を広い視点から多角的に捉え直し、専門知識の理解度を深め、学際的思考力を養
う。人工知能科学の幅広い視野と思考力を培うことで、博士課程修了後に直面するであ
ろう多種多様で複雑な研究課題に取り組むことのできる力を身につける。
（オムニバス方式／全14回）
（１　内山泰伸／3回）天文学における機械学習、応用人工知能
（２　大西立顕／2回）社会・経済のビッグデータ解析、マテリアルズ・イン
　　　　　　　　　　 フォマティクス
（３　正田備也／2回）確率モデルによるテキストマイニング
（４　村上祐子／2回）人工知能の哲学・倫理
（８　瀧雅人／2回）深層学習
（５　新田徹／1回）高次元ニューラルネットワーク
（６　三宅陽一郎／1回）デジタルゲームにおける人工知能
（７　吉川厚／1回）データ測定論、人材育成

オムニバス方式

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別講究１

　研究活動で必須となる研究発表のスキル育成のための授業科目。国内外の学会発表に
向けて、日本語・英語による発表および質疑応答を行い、専門分野・関心領域が必ずし
も一致しない聴衆に対しても説得力を持つ発表を行えることを目指す。履修学生は少な
くとも1回の発表を必須とする。発表しない学生は口頭発表を聴いて質問を行い、発表
者は質問に答えるとともに、ほかの履修学生や教員も交えて議論を行う。

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別講究２

　「人工知能科学特別講究１」からの継続で、研究活動で必須となる研究発表のスキル
育成のための授業科目。国内外の学会発表に向けて、日本語・英語による発表および質
疑応答を行い、専門分野・関心領域が必ずしも一致しない聴衆に対しても説得力を持つ
発表を行えることを目指す。履修学生は少なくとも1回の発表を必須とする。発表しな
い学生は口頭発表を聴いて質問を行い、発表者は質問に答えるとともに、ほかの履修学
生や教員も交えて議論を行う。

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

社会情報科学概論（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　統計、数理、機械学習を用いて社会・経済ビッグデータを実証科学の視点から分析す
る手法について、基本的な概念から実践的な応用までを学ぶ。時系列解析や有意性検定
の統計手法、社会・経済物理学の概念や解析手法、機械学習やテキスト解析の社会・経
済ビッグデータへの適用法を修得する。具体的実例を通じて直感的に理解しながら、実
データに対してどのような手法で分析し、分析結果をどのように利用・解釈すれば良い
のかを考えるための基礎を身につける。
（オムニバス方式／全14回）

（２　大西 立顕／11回）統計手法の基礎を説明した上で、社会・経済現象で普遍的に
観測されるベキ分布について学び、スケールフリー、自己相似性、フラクタル、自己組
織化臨界現象について解説する。次に、パワースペクトル、自己回帰モデルなどの時系
列解析の基礎的事項に加え、金融市場の価格時系列にみられる異常拡散や長期記憶につ
いて解説する。

（９　和田 伸一郎／3回）機械学習を用いたSNSビッグデータの解析について説明す
る。探索的分析、自然言語処理、インタラクティブな可視化などの基礎的事項に加え、
形態素解析、クラスタリング、ベクトル空間モデル、単語埋め込みベクトル、次元圧縮
について学ぶ。

オムニバス方式

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

計算機科学概論（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　人工知能技術の応用やデータサイエンスでは、計算機の性質を正しく理解することて
、゙効率的な実装やデータ処理を行うことができる。本授業では、CPU・GPU やメモリと
いったコンピュータハードウェアの仕組み、その上で動作するソフトウェアの性質、別
のハードウェアとの通信手段であるネットワークなどの基礎を学び、実用の観点から計
算機科学の分野を概観する。授業の後半では、クラウドコンピューティングや、GPU を
用いた並列計算やネットワーク上での分散コンピューティングの基礎について学習す
る。そして先端的な話題として、スーパーコンピュータ・量子コンピュータなどの話題
にも触れ、必要としているコンピューティング・タスクに対して、どのような最新技術
が最適かを判断できる力を養う。



コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

統計モデリング１（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　自然現象や社会現象をモデル化する上で、不確実性を定量的に理解することが不可欠
である。本授業では、不確実性を伴う現象を表現するために、確率・統計の考え方を身
につけることを目標とする。データのモデリングに使われる基本的な確率分布を学びつ
つ、具体的な応用例を通じて実践的なモデリング能力を身につける。また、潜在変数を
使ったモデリングについてもEMアルゴリズムによるパラメータ推定を習得する。この授
業ではベイズ的な立場に基づくモデリングが中心的な話題となるため、様々な確率分布
について、主に共役事前分布を利用した場合の事後分布の推測について学ぶ。

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

統計モデリング２（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　本授業では、統計モデリング１で学習した基礎事項やベイズ的モデリングを基礎とし
て、理想的でないデータを適切に扱う力を涵養することを目標とする。主要なトピック
は、MCMCと変分ベイズである。前者に関しては、正規分布以外の分布を使った連続デー
タのモデリングや、共役でない事前分布の利用など、高度なモデリング手法を学ぶ。後
者に関しては、深層学習分野の発展に鑑み、変分オートエンコーダを利用したデータモ
デリングを、トピックモデルを題材にしつつ扱う。また、GANの考え方を使って
implicitな分布を変分近似事後分布として用いる変分ベイズについても紹介する。

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

複雑ネットワーク科学（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　タンパク質間の相互作用、化学反応ネットワークといった物質の世界、そして、交通
網、企業間の取引関係といった現実世界には様々なネットワークが存在し、これらには
共通した数理構造が観測される。本授業では、ネットワークを分析する上で必要となる
複雑ネットワーク科学の概念を修得することを目標とする。隣接行列や隣接リストに
よって数学的に表現し、平均経路長、クラスター係数、次数分布、次数相関といった
ネットワーク特徴量を導入し、ランダムネットワーク、スモールワールドネットワー
ク、スケールフリーネットワークにおけるネットワーク特徴量の性質を議論する。有向
ネットワーク、重み付きネットワーク、多重ネットワークなど、より複雑なネットワー
クの特徴量も紹介する。

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

自然言語処理特論（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　本授業では、テキストデータに対する機械学習を中心に据えて自然言語処理を学習す
る。はじめに形態素解析や句構造文法に基づく構文解析、言語モデルなどの自然言語処
理理論を紹介し、その技術を応用したテキストマイニングを学ぶ。その上で、深層学習
に基づく現代的な自然言語処理へ話題を移す。取り扱う内容はword2vecなどの分散表
現、再帰的ニューラルネット、符号・復号化器モデルとアテンション機構など、機械翻
訳・対話機械の最先端である。時系列データ固有の問題を処理するための、実装上のさ
まざまな工夫についても紹介する。実践的な学習とするため、講義形式に加えて、具体
的な実例を用いた演習を授業に組み込む。

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

脳神経科学特論（Ｄ）

※前期課程との合同科目

（概要）本授業では、人工ニューラルネットワーク研究の基礎をなす教養として、そし
て新しい機械学習アルゴリズムのアイディアの源泉として、オムニバス形式で神経科学
のさまざまな話題について学ぶ。
脳・神経科学の広範な話題について、最新の知見も交えながらの専門家による開設で次
のようなトピックを学習する。
（オムニバス方式／全14回）

（13　豊泉　太郎／1回）学習とシナプス可塑性
（12　近添　淳一／3回）視覚野とCNN、神経心理学
（15　松井　鉄平／3回）視覚野とCNN、海馬と記憶、スパイキングニューラルネット
ワークとニューロモーフィックチップ
（11　雨森　賢一／3回）ドーパミン系と強化学習 、神経心理学
（16　渡邉　正峰／3回）ドーパミン系と強化学習
（14　西本　伸志／1回）ブレイン・マシン・インターフェース、脳情報デコーディン
グ

オムニバス方式



コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

量子情報特論（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　量子情報理論とは、イオントラップや光学系など量子力学的な振る舞いをする物理系
を用いて情報処理を行うための理論であり、近年盛んに研究されている。本授業では、
量子力学の知識を仮定せずに、量子情報理論および量子コンピュータを概観する。最初
に粒子と波動の二重性や不確定性、エンタングルメントなどの量子論の基礎的な概念を
学習したあと、量子ビット、量子ゲートなどの量子計算の構成要素とその原理について
学ぶ。ショアの素因数分解のアルゴリズムなど、量子計算機に特有な各種アルゴリズム
を、古典計算機におけるアルゴリズムと対比しながら学び、近年注目される量子アニー
リング法による最適化計算に特化した量子コンピュータについても学ぶ。最後に、量子
通信、量子誤り訂正、量子暗号の理論などのトピックにも触れ、量子情報に関する幅広
い知識を身につけることを目指す。
（オムニバス方式／全14回）

（19　カングリヤン　ドミトリー／7回）量子力学への招待（粒子波動の二重性、エン
タングルメントなど）、量子情報理論のトピックス（量子通信、量子誤り訂正、量子暗
号など）
（17　宇都宮　聖子／1.5回）量子計算の原理（量子ビット、量子ゲート、量子計算の
アルゴリズムなど）、量子コンピュータの実例（量子アニーリング法による量子コン
ピュータなど）
（18　大関　真之／4回）量子計算の原理（量子ビット、量子ゲート、量子計算のアル
ゴリズムなど）、量子コンピュータの実例（量子アニーリング法による量子コンピュー
タなど）
（20　針原　佳貴／1.5回）量子計算の原理（量子ビット、量子ゲート、量子計算のア
ルゴリズムなど）、量子コンピュータの実例（量子アニーリング法による量子コン
ピュータなど）

オムニバス方式・
共同（一部）

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

深層学習演習１（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　深層学習理論で学んだ内容をモデルの実装を通して具体的事例に対して実践する。深
層学習が実際にはどのように動作し、いかなる具体的場面で活用できるのかについての
感覚を身につけることを目標とする。自然科学・社会実装のさまざまな場面での適用を
考え、次のようなテーマを取り扱う。
・深層学習によるモデル探索とテスト
・畳み込みニューラルネットによる画像分類
・転移学習による医療分野などの画像分析
・GAN による画像生成

（５　新田　徹）自然科学のトピックに重点をおいた演習を行う。

（21　石川　真之介）社会実装に重点をおいた演習を行う。

共同

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

深層学習演習２（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　深層学習理論で学んだ内容を実装して使いこなし、アルゴリズム開発の基礎を身につ
けることを目標とする。「深層学習演習１」で学んだ内容をベースとして、より発展的
な話題について実践的に学ぶ。様々な深層学習ライブラリを紹介しつつ、実装に使用す
るライブラリはTensorFlow+Kerasを採用する。
・さまざまな勾配降下法と正則化の性能比較
・過学習と汎化、検証とテスト
・様々な畳み込みニューラルネット
・学習済みモデルの利用と転移学習
・敵対的生成ネットワーク
・LSTMブロックと再帰的ニューラルネットの利用
・深層学習の実際（並列化、GPUと消費メモリ、クラウドの利用など）
・モデルの軽量化（蒸留・量子化）

コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

人工知能科学特別演習（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　講義とPythonを用いた演習を通して、人工知能やデータサイエンスを実問題に応用す
る上で重要なトピックを学ぶ。
（オムニバス方式／全14回）

（22　村上  隆夫 ／７回）代表的な推薦アルゴリズムとして知られている行列分解の
手法とその情報推薦システムへの応用について学ぶ。行列分解の位置情報への応用事
例、行列分解の一般化であるテンソル分解について紹介する。

（23　アンドラーデ　シルバ　ダニエル　ゲオルグ／７回）回帰問題における予測の不
確かさとモデル選択について解説する。人間でも人工知能でも、過剰な確信を持って判
断を下すと重大な事故が起きてしまうことがある。一般に、合理的に判断するために
は、不確かさを正確に把握しておく必要がある。予測の確率を評価してキャリブレー
ションする手法、交差検証やAICなどを用いたモデル選択の応用と理論を学習する。

オムニバス方式



コ
ー

ス
ワ
ー

ク
科
目

データサイエンス実習（Ｄ）

※前期課程との合同科目

　データサイエンスを実践的な実習形式で学ぶ。受講生自身がプログラミングを行うこ
とで、計算機上でデータをどのように処理し、分析手法をどのように実装するかを学
ぶ。実データに基づいて実証的に分析することの重要性を認識し、領域知識を踏まえた
上で結果を解釈する必要性を理解する。次のようなテーマを取り扱う。
（オムニバス方式／全14回）

（24　本武 陽一／７回）
・ビッグデータ解析の計算誤差と計算時間（丸め誤差、計算量、情報量、並
　列化など）
・テキスト解析（共起、類似度、潜在的ディリクレ配分法など）
（２　大西  立顕 ／７回）
・ビッグデータの基本的な取り扱い方法（データ確認、置換、抽出、検索な
　ど）
・ビッグデータの前処理（分布と統計量、非定常性、サンプルバイアスな
　ど）
・時系列データ解析（ベキ分布、定常性、自己相関、パワースペクトル、自
　己回帰モデルなど）
・ネットワーク解析（隣接行列、次数分布、最短経路長、クラスター係数、
　次数相関など）

オムニバス方式



立教大学 立教大学

編入学
定員

編入学
定員

（３年次） （３年次）

キリスト教学科 49 － 196 キリスト教学科 50 － 200

史学科 214 － 856 史学科 215 － 860

教育学科 100 － 400 教育学科 101 － 404

文学科 537 － 2,148 文学科 552 － 2,208

経済学科 330 － 1,320 経済学科 332 － 1,328

会計ファイナン
ス学科

175 － 700
会計ファイナン
ス学科

176 － 704

経済政策学科 175 － 700 経済政策学科 176 － 704

数学科 66 － 264 数学科 66 － 264

物理学科 77 － 308 物理学科 77 － 308

化学科 77 － 308 化学科 77 － 308

生命理学科 72 － 288 生命理学科 72 － 288

社会学科 170 － 680 社会学科 173 － 692

現代文化学科 170 － 680 現代文化学科 173 － 692

メディア社会学
科

170 － 680
メディア社会学
科

173 － 692

法学科 360 － 1,440 法学科 360 － 1,440

政治学科 110 － 440 政治学科 110 － 440

国際ビジネス法
学科

115 － 460
国際ビジネス法
学科

115 － 460

観光学科 195 － 780 観光学科 195 － 780

交流文化学科 175 － 700 交流文化学科 175 － 700

福祉学科 154 － 616 福祉学科 154 － 616

コミュニティ政
策学科

154 － 616
コミュニティ政
策学科

154 － 616

スポーツウエル
ネス学科

110 － 440
スポーツウエル
ネス学科

110 － 440

経営学科 230 － 920 経営学科 230 － 920

国際経営学科 155 － 620 国際経営学科 155 － 620

心理学科 143 － 572 心理学科 143 － 572

映像身体学科 176 － 704 映像身体学科 176 － 704

異 文 化 コ
ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン学部

異文化コミュニ
ケーション学科

145 － 580

異 文 化 コ
ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン学部

異文化コミュニ
ケーション学科

145 － 580

4,604 － 18,416 4,635 － 18,540

経営学部 経営学部

現 代 心 理
学部

現 代 心 理
学部

計 計

観光学部 観光学部

コ ミ ュ ニ
テ ィ 福 祉
学部

コ ミ ュ ニ
テ ィ 福 祉
学部

法学部 法学部

経済学部 経済学部

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

理学部 理学部

社会学部 社会学部

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

文学部 文学部

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

別途収容定員に係る学則変
更認可申請予定

学校法人立教学院　設置認可等に関わる組織の移行表

令和3年度 令和4年度

学部 学 科
入学
定員

収容
定員

学   部 学 科
入学
定員

収容
定員

変更の事由



令和3年度 令和4年度

立教大学大学院 立教大学大学院

英米文学専攻(M) 18 － 36 英米文学専攻(M) 18 － 36

英米文学専攻(D) 3 － 9 英米文学専攻(D) 3 － 9

史学専攻(M) 15 － 30 史学専攻(M) 15 － 30

史学専攻(D) 6 － 18 史学専攻(D) 6 － 18

教育学専攻(M) 10 － 20 教育学専攻(M) 10 － 20

教育学専攻(D) 3 － 9 教育学専攻(D) 3 － 9

日本文学専攻(M) 20 － 40 日本文学専攻(M) 20 － 40

日本文学専攻(D) 8 － 24 日本文学専攻(D) 8 － 24

フランス文学専攻(M) 8 － 16 フランス文学専攻(M) 8 － 16

フランス文学専攻(D) 3 － 9 フランス文学専攻(D) 3 － 9

ドイツ文学専攻(M) 8 － 16 ドイツ文学専攻(M) 8 － 16

ドイツ文学専攻(D) 3 － 9 ドイツ文学専攻(D) 3 － 9

比較文明学専攻(M) 10 － 20 比較文明学専攻(M) 10 － 20

比較文明学専攻(D) 5 － 15 比較文明学専攻(D) 5 － 15

超域文化学専攻(M) 5 － 10 超域文化学専攻(M) 5 － 10

超域文化学専攻(D) 3 － 9 超域文化学専攻(D) 3 － 9

経済学専攻(M) 40 － 80 経済学専攻(M) 40 － 80

経済学専攻(D) 10 － 30 経済学専攻(D) 10 － 30

物理学専攻(M) 20 － 40 物理学専攻(M) 20 － 40

物理学専攻(D) 4 － 12 物理学専攻(D) 4 － 12

化学専攻(M) 20 － 40 化学専攻(M) 20 － 40

化学専攻(D) 4 － 12 化学専攻(D) 4 － 12

数学専攻(M) 5 － 10 数学専攻(M) 5 － 10

数学専攻(D) 3 － 9 数学専攻(D) 3 － 9

生命理学専攻(M) 15 － 30 生命理学専攻(M) 15 － 30

生命理学専攻(D) 4 － 12 生命理学専攻(D) 4 － 12

社会学専攻(M) 20 － 40 社会学専攻(M) 20 － 40

社会学専攻(D) 10 － 30 社会学専攻(D) 10 － 30

法学政治学専攻(M) 20 － 40 法学政治学専攻(M) 20 － 40

法学政治学専攻(D) 10 － 30 法学政治学専攻(D) 10 － 30

観光学専攻(M) 20 － 40 観光学専攻(M) 20 － 40

観光学専攻(D) 8 － 24 観光学専攻(D) 8 － 24

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(M) 25 － 50 ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(M) 25 － 50

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(D) 5 － 15 ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学専攻(D) 5 － 15

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(M) 90 － 180 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(M) 90 － 180

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(D) 5 － 15 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻(D) 5 － 15

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
研究科

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
研究科

法学研究科 法学研究科

観光学研究科 観光学研究科

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学
研究科

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学
研究科

経済学研究科 経済学研究科

理学研究科 理学研究科

社会学研究科 社会学研究科

専攻
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

文学研究科 文学研究科

研究科 専攻
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

研究科



令和3年度 令和4年度

立教大学大学院 立教大学大学院

比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻
(M)

50 － 100
比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻
(M)

50 － 100

比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻
(D)

5 － 15
比較組織ﾈｯﾄﾜｰｸ学専攻
(D)

5 － 15

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(M) 20 － 40 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(M) 20 － 40

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(D) 5 － 15 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(D) 5 － 15

経営学専攻(M) 10 － 20 経営学専攻(M) 10 － 20

経営学専攻(D) 5 － 15 経営学専攻(D) 5 － 15

国際経営学専攻(M) 50 － 100 国際経営学専攻(M) 50 － 100
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人工知能科学専攻（M） 63 － 126 人工知能科学専攻（M） 63 － 126
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キリスト教学
研究科
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①設置の趣旨及び必要性 

◯課程変更を行う理由・必要性 

 人工知能（Artificial Intelligence: AI）は人類の社会基盤を変革する科学技術として注目を集め

ている。第４次産業革命の中核をなす技術革新のひとつであり、自動翻訳や自動運転技術などを例とし

て、人工知能技術は社会全体で急速にその応用が展開されている。ビッグデータ時代の到来、そしてニ

ューラルネットワークによる深層学習（ディープラーニング）の飛躍的な発展が同時に作用して、パタ

ーン認識、データマイニング、自然言語処理などの分野の汎用基礎技術が急速な進歩を遂げた。人工知

能の進化が臨界点を超えた結果、人工知能による社会経済活動への影響が急速に拡大している。  

 日本は少子高齢化に対応する社会システムの大幅な変化が必要な時代を迎えている。「サイバー空間

（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課

題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）」＝「Society 5.0」（内閣府ウェブページ）の実現が

急務である。そして、今般の新型コロナウイルスの感染拡大によって、日本だけでなく世界的にも必要

に迫られる形でデジタル革新が加速している。このような社会状況の中で、人工知能及びビッグデータ

解析を可能にするデータサイエンスは、未来を左右する科学技術であると位置づけられる。本学は、日

本の学術と社会の未来に新地平を拓くため、人工知能・データサイエンスに関する研究・教育・社会実

装の三位一体を目指す人工知能科学研究科（修士課程）を 2020 年 4 月に池袋キャンパス（豊島区）に

設置した。 

「人工知能」の定義は様々あるが、東京大学工学系研究科松尾教授は「人工的につくられた人間のよ

うな知能、ないしはそれをつくる技術。人間のように知的であるとは、「気づくことのできる」コンピ

ュータ、つまり、データの中から特徴量を生成し現象をモデル化することのできるコンピュータという

意味である」（平成 28 年版情報通信白書第１部 P233）としている。本研究科では、データから特徴量を

生成し現象をモデル化する技術である機械学習、特に深層学習をその中心として捉えて、機械学習・深

層学習の基礎研究を展開するとともに、自然科学分野で人工知能及び先端的なデータ解析技術を駆使す

ることで新しい知を創出している。さらに、パターン認識やデータマイニングの技術進展は、人文社会

科学分野においても新しい地平を切り拓くものであり、人工知能及びデータ解析技術を核として、分野

横断共同研究を推進することを目指している。そして、人工知能そのものの深い理解及びそれによるヒ

トの知能に対する透察を得ることも本研究科が探求すべき課題としている。建学の精神である PRO DEO 

ET PATRIA、すなわち「普遍的なる真理を探究し、私たちの世界、社会、隣人のために」という教育理

念に基づき、人工知能及び先端的なデータ解析技術により、これまでの技術ではなし得なかった新しい

方法で、誰もが快適で活力に満ちた社会の実現に積極的に貢献することが、本研究科修士課程を設置し

た理由である。 

 現在、世界的な研究開発の競争により、人工知能のフロンティアは驚異的な速度で拡大している。人

工知能の先端的研究、そしてこの分野の応用研究における高度な研究活動によって、大学院生が新しい

知を創出する段階に進むためには、博士課程における教育研究による深い専門知識の修得が必要である。

また、学術分野だけでなく、産業界においても人工知能関連の研究開発を先導できる博士人材を養成す

ることが、これからの新しい社会、「創造社会」（日本経済団体連合会「Society5.0—ともに創造する未

来」2018 年）（資料１）において強く求められている。このような知の創造・価値創造を先導できる人

材を養成するためには、博士課程における研究活動を通して、自ら研究課題を設定し、課題解決に向け

た高度な仮説検証の能力を涵養することが必要である。本研究科は、修士課程を博士課程（前期課程、

後期課程に区分）に変更し、進展著しい研究分野の先端的な研究開発を担うことができる高度研究人材
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を育成する。 

◯人材養成及び教育上の目的 

人工知能科学研究科は、学士課程教育における一般的並びに専門的教養の上に、人工知能を研究し、

その深奥を究め、かつ、キリスト教に基づいて人格を陶冶し文化の進展に寄与することを目的とし、以

下に示す人材を養成することを目指す。 

本研究科は、AI 駆動型科学（AI 技術によって革新される科学研究）を推進し、自然科学の研究に新

展開をもたらすことができる人材を輩出する。例えば、本学理学部の学士課程を修めた学生が、数学・

物理学といった数理の専門性を持ちつつ、本研究科において人工知能によるデータ解析等の技術を併せ

持つことで、AI 駆動型科学を牽引する人材となることができる。学士課程での専門分野を「１階」とし、

その上に本研究科で AI・データサイエンスの「２階」を加えることによる２階建ての専門性を有する人

材となる。情報科学、統計学、計算機科学、数理モデルの高度な知識を駆使してビッグデータの高度な

分析が可能な人材を養成し、高度化、複雑化する科学データを用いて領域横断的なデータ解析を展開で

きる研究者の養成を行う。 

このような AI 駆動型科学・データ駆動型科学の領域だけでなく、より基礎的な領域として、先端的

な AI 研究開発を主導できる人材を養成する。機械学習の数理モデルを深く理解し、高度な情報科学や

統計学の知識を持ち、AI 分野における熾烈な研究開発競争のなかで先頭に立ちうる研究者・開発者を養

成する。AI 技術は社会的インパクトが大きくなりえるため、数理・技術面の能力にとどまらず、倫理、

哲学、社会についても深い思索の力を有する人材であることが重要である。AI の利活用においても最終

的には人間が主体となって価値を創造していくという観点から、狭い専門性の世界に閉じない人材であ

ることが求められよう。 

自然科学にとどまらず、人文社会科学の分野においても、人工知能技術の応用により研究に新展開を

もたらすことができる人材を輩出することを目指す。例えば社会学や経済学の学士課程を修めた学生が、

本研究科に進学して人工知能によるデータ解析等の技術を修得することで、ビッグデータ時代において

社会学や経済学などの分野で新時代を切り拓く稀有な人材になることができる。本研究科は、人工知能

関連技術を自然科学及び人文社会科学の研究に展開することを特色とする教育研究組織となる。 

 人材養成のもう一つの目標は、データサイエンス・人工知能分野の「知の体系」を修得した上で、社

会に対する広い視野を持ち、AI 技術と社会をつなぐ役割を果たして、様々な社会問題の解決のために貢

献できる人材を養成することである。特に AI 技術の社会実装を指導的な立場で推進することができる

高度専門職業人や AI 技術をビジネスに結びつけ、AI やビッグデータを活用した価値創造ができる人材

を養成する。 

 上記を踏まえた本研究科博士課程後期課程の学位授与の方針は以下のとおりである。 

人工知能科学研究科を修了する者が身に付けるべき知識、能力等を下記のとおり定める。 

本課程に３年（６学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究指導を受けた上、博士論文

を提出して、その審査及び最終試験に合格した者は、これらの知識、能力等を身に付けていると認め、

博士の学位（博士（人工知能科学））を授与する。ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業

績を上げた者については、博士課程後期課程に１年（２学期）以上在学すれば足りるものとする。 

１．機械学習や統計学といった人工知能分野に共通する基盤知識についての深い理解 

２．高度な研究活動に必要な課題設定能力および仮説検証能力 

３．人工知能やデータサイエンスの技術を社会の様々な課題に応用し、高い倫理観と法知識をもって

人工知能の社会実装を推進する総合的能力 
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４．人工知能やデータサイエンスの社会実装における諸問題を適切に解決できる能力 

５．国際的に研究活動を展開できる能力 

  

◯学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

との相関 

 学位授与の方針と教育課程編成・実施の方針との対比表は下図のとおりであり、両者が相関するよう

な体裁（下線部）となっている。なお、詳細は「③教育課程の編成の考え方及び特色－◯学位授与の方

針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）との相関及びカ

リキュラムマップ」参照。 

学位授与の方針 教育課程編成・実施の方針 

人工知能科学研究科を修了する者が身に付け

るべき知識、能力等を下記のとおり定める。 

本課程に３年（６学期）以上在学して所定の単

位を修得し、かつ、研究指導を受けた上、博士論

文を提出して、その審査及び最終試験に合格した

者は、これらの知識、能力等を身に付けていると

認め、博士の学位（博士（人工知能科学））を授

与する。ただし、在学期間に関しては、特に優れ

た研究業績を上げた者については、博士課程後期

課程に１年（２学期）以上在学すれば足りるもの

とする。 

１．機械学習や統計学といった人工知能分野に共

通する基盤知識についての深い理解 

２．高度な研究活動に必要な課題設定能力および

仮説検証能力 

３．人工知能やデータサイエンスの技術を社会の

様々な課題に応用し、高い倫理観と法知識を

もって人工知能の社会実装を推進する総合

的能力 

４．人工知能やデータサイエンスの社会実装にお

ける諸問題を適切に解決できる能力 

５．国際的に研究活動を展開できる能力 

本研究科では、学位授与の方針に沿って、以下

のとおり教育課程を編成している。なお、これら

の教育課程を通じて得られる学修成果は、学生が

提出する研究報告書、授業時に実施する小テス

ト、随時に課されるレポート等によって評価す

る。 

◯教育課程の構成 

 本課程の修了要件は 26 単位であり、授業科目

を以下の区分に分けている。 

１．リサーチワーク科目 

２．コースワーク科目 

 １．では、主指導教員による研究指導科目であ

る「人工知能科学特別研究 1～6」を配置し、先端

的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の

構想力、そして問題解決能力やプレゼンテーショ

ン能力など総合的な研究遂行力を身につける。ま

た、副指導教員による研究指導科目である「人工

知能科学先端演習」を配置し、多様な研究領域に

接することを通して自らの研究を複眼的な視点

で捉え直しつつ課題解決にあたる能力を涵養す

る。 

 ２．では、「人工知能科学特別講究 1,2」を配置

し、研究活動で必須となる研究発表の総合的な能

力を涵養する。国内外の学会において専門分野の

研究発表を行い、その一連のプロセスにおいて必

要なスキルを育成する。また、専門分野・関心領

域が必ずしも一致しない聴衆に対しても説得力

を持つ発表を行える能力を身につける。「人工知

能科学特別講義」では、多様な分野の複数の教員

がそれぞれの研究領域における先端知識、研究課



設置の趣旨（本文）－6 
 

題、研究動向についての講義を行い、学生が人工

知能科学の全体像を把握できるようにする。 

その他、コースワーク科目では、本研究科の教

育研究の柱となる3分野に沿った科目も展開して

いる。 

「データ駆動型科学分野」では、「社会情報科

学概論(D)」「複雑ネットワーク科学(D)」「統計モ

デリング１(D)」「統計モデリング２(D)」「量子情

報特論(D)」を配置し、統計的機械学習を駆使し

たビッグデータ分析による知識発見に重点をお

いた教育研究を行う。 

「人工知能分野」では、「深層学習演習１(D)」

「深層学習演習２(D)」「自然言語処理特論(D)」

「脳神経科学特論(D)」を配置し、深層学習に重

点をおいた人工知能の基礎研究と応用研究を行

う。 

「応用人工知能・データサイエンス分野」では、

「計算機科学概論(D)」「人工知能科学特別演習

(D)」「データサイエンス実習(D)」を配置し、人

工知能（特に深層学習）の社会での応用や機械学

習がその中心部を占めるデータサイエンスの社

会での活用といった、機械学習・深層学習の社会

実装を推進する。 

◯学位授与の方針に記載した学修成果と授業科

目等の関係  

 １．の科目を受講することにより、機械学習や

統計学といった人工知能分野に共通する基盤知

識についての理解を深め、高度な研究活動に必要

な課題設定能力および仮説検証能力、高い倫理観

と法知識を身につける。 

 ２．の科目を受講することにより、人工知能の

社会実装を推進し、関連する諸問題を適切に解決

できる総合的能力、国際的に研究活動を展開でき

る能力を涵養する。 

 

◯組織として研究対象とする中心的な学問分野 

本研究科は、機械学習・深層学習の基礎研究、データ駆動型・AI 駆動型の科学、人工知能・データサ

イエンスの社会実装に向けた応用研究、社会実装に付随する諸問題（社会受容性など）の研究を主要な

研究領域として設定する。本研究科が人工知能の社会実装あるいは応用研究として推進する「ゲーム AI」

分野は、日本の大学での取組として独自色が強いものであるが、本研究科が重視するコンセプトである
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「Society5.0」、すなわち「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合さ

せたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）」を実現す

る上での基盤技術の研究と位置づけている。ゲーム AI 分野で研究対象となるマルチエージェントシス

テムは、たとえばサイバー空間とフィジカル空間の高度な融合によって機能するスマートシティにおい

て活用される技術であり、学際的な研究分野として今後発展が期待される分野であり、本研究科の中心

的な研究テーマの一つとしている。 

◯社会が求める人材需要 

本研究科は、先進的な人工知能の研究開発・実用化と基礎研究の進展のエコシステム形成を目指して

いる。したがって、AI 駆動型科学を推進できる研究者、先端的な AI 研究開発を主導できる研究者の養

成と並行して、変化の激しい時代をリードし、日本及び世界に貢献する有為な高度専門職業人の養成を

目指す研究科である。「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿～社会を先導する人材の育成に向け

た体質改善の方策〜」（中央教育審議会大学分科会 2019 年 1 月）で提言されているように、Society5.0

あるいは「創造社会」においては、大学院の大きな役割として、知の創造、価値の創造をリードする「知

のプロフェッショナル」を育成することが期待されている。本研究科が目指すのも、まさに知の創造、

価値の創造をリードできる人材の養成であり、新型の研究者養成と高度の専門的職業人の養成を並行さ

せて取り組むことになる。いずれにしても、特定の専門領域に閉じずに高度な知を操り、課題を発見し、

仮説をたてて、それを実証する能力が重要である点は共通している。本研究科の人材養成の目的・教育

研究の理念は学校教育法第99条に規定されている目的（「大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、

その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、

文化の進展に寄与することを目的とする。」）とも整合している。 

◯具体的な人材養成像 

本研究科博士課程を修了した学生は、人工知能・データサイエンス分野のフロンティアを開拓できる

人材となり、研究開発の現場で即戦力として活躍できるだけでなく、産業界でプロジェクトマネージャ

ーのような役割を果たすことが期待できる。本研究科には、多様なバックグラウンドや興味関心を持っ

た学生が入学するため、本研究科が輩出する人材は様々な分野において、データサイエンティストやプ

ロジェクトマネージャー等として日本及び世界で活躍できるだろう。総合科学技術・イノベーション会

議では、「2020 年に約５万人の先端 IT 人材不足解消を前提とすると、現状の育成規模に追加して１年に

約２～３万人の育成が急務」（2018 年 4 月 5 日（第 38 回）資料 1-4 P２）としているほか、「AI 戦略 2019

（令和元年 6 月 11 日）」では、戦略目標１として「我が国が、人口比ベースで、世界で最も AI 時代に

対応した人材の育成を行い、世界から人材を呼び込む国となること。さらに、それを持続的に実現する

ための仕組みが構築されること」とし、合わせて「最先端の AI 研究を行う人材」、「AI を産業に応用す

る人材」、「中小の事業所で応用を実現する人材」、「AI を利用して新たなビジネスやクリエーションを行

う人材」等の「層の厚い人材が必要」としている。加えて、「統合イノベーション戦略 2020（令和 2 年

7月 17 日）では、「第５章 戦略的に取り組むべき基盤技術」の「（１）AI 技術」において、「データサ

イエンス・AI を理解し、各専門分野で応用できる人材を育成（約 25 万人／年）」、「データサイエンス・

AI を駆使してイノベーションを創出し、世界で活躍できるレベルの人材の発掘・育成（約 2,000 人／年、

そのうちトップクラス約 100 人／年）、「数理・データサイエンス・AI を育むリカレント教育を多くの

社会人（約 100 万人／年）」という目標を掲げている。以上のことから、本研究科は、人材需要の動向

等社会の要請を踏まえたものであるといえる。また、既存の大企業は経済学でいう「イノベーションの

ジレンマ」に囚われやすいため、特に AI 分野ではスタートアップ企業におけるイノベーションが効果
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的であると考えられるが、米国と比較して日本では有力な AI スタートアップの数が少ないのが現状で

ある。本研究科は、本学のビジネスデザイン研究科と連携することで、起業家教育にも取り組み、修了

後に起業する学生も支援したい。 

なお、未来投資戦略 2018 及び統合イノベーション戦略（両者とも 2018 年 6 月 15 日閣議決定）で「大

学等における AI 人材供給の拡大」及び「特に取組を強化すべき主要分野」として「AI 技術」を有した

人材の育成の必要性が言及されている。加えて、一般社団法人日本経済団体連合会が公表した「今後の

わが国の大学改革のあり方に関する提言」（2018 年 6 月 19 日）P３では、AI、ビッグデータ、ゲノム等

の新しい科学技術を、人文社会科学系の知識・専門性（法律、経営、倫理哲学等）を活用して社会実装

することが Society5.0 に繋がるとしている。本研究科の教育研究はこれらの社会のニーズを捉えたも

のであり、本研究科が輩出する人材に対しては、社会からの需要が十分に期待されるものである。 

 

②研究科，専攻等の名称及び学位の名称 

◯「人工知能科学研究科人工知能科学専攻」とする理由 

自然科学・人文社会科学分野で、情報科学・計算機科学の素養を基盤として、人工知能及びデータサ

イエンス技術によって新しい知を創出することが本研究科の主要な目的である。すなわち「人工知能技

術」と「科学」の共有結合であり、その意味で「人工知能科学研究科」の名称が適切と考える。また、

人工知能そのものの深い理解によってヒトの知能の本質に迫る営みは、「人工知能」を「科学」するも

のであり、その観点でも「人工知能科学研究科」の名称と整合している。 

◯「博士（人工知能科学）」とする理由 

本研究科は「人工知能科学専攻」という単一の専攻で構成され、専攻の名称の持つ意味は、前項での

説明のとおりである。したがって、学位に付記する専攻分野の名称も「人工知能科学」とするのが適切

である。 

◯研究科、専攻及び学位の英語名称 

人工知能科学研究科及び専攻の英訳名称は、日本語名称を直接的に反映させるとともに、国際的な通

用性も踏まえ、Graduate School of Artificial Intelligence and Science 及び Graduate Program in 

Artificial Intelligence and Science とし、授与する学位の英訳名称は、Doctor of Science in 

Artificial Intelligence とする。 

 

③教育課程の編成の考え方及び特色 

◯教育課程の編成方針（カリキュラムポリシー）と体系的な教育課程 

本研究科は、情報科学・計算機科学の素養を基盤として、人工知能及びデータサイエンス技術によっ

て新しい知そして新しい価値を創出し、さらに基礎研究と人工知能の実用化が好循環するシステムを構

築するための教育研究プログラムを実現する。研究者育成にとどまらず、AI 革命が進行する人類の歴史

における転換点において、日本及び世界に貢献する有為な高度専門職業人の養成を目指す。また、社会

人を積極的に受け入れる制度設計であり、リカレント教育の場としても機能する。これらを踏まえ、博

士課程前期課程（現行の修士課程）では、「データサイエンス概論」「人工知能概論」など、機械学習を

中心として人工知能に関する基幹的で応用範囲の広い知識を身につける科目を系統的に配置するとと

もに、「量子情報特論」「自然言語処理特論」など、最新の研究動向や高度に専門的な知識・知見も獲得

できる科目群を配置している。また同時に、人文社会科学的な素養も身につけられるよう、「社会情報

科学概論」など、人文科学や社会科学に関連する科目を配置している。人工知能に関する高い専門性と、
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社会実装のための幅広い視野を養うため、基幹科目のほか、先端的あるいは実践的な選択科目を履修で

きるカリキュラムを編成している。多様な学問分野に貢献できる人工知能科学の特性を最大限に活かす

ことができるよう、各学生が学士課程で修めた学問分野が多様であることを想定した履修体系を設計し

ていることが特色である。 

 博士課程後期課程に設置する科目は、リサーチワーク科目（研究指導）とコースワーク科目に分けら

れる。リサーチワーク科目では、主指導教員による研究指導の他、多様な研究領域に接することを通し

て自らの研究を複眼的な視点で捉え直しつつ課題解決にあたる能力を涵養するため、副指導教員による

研究指導科目も設置している。本研究科は、学生が多様な研究テーマを選択することを可能にし、副指

導教員に限らず、各分野の教員が協力しながら、学生の研究活動のチームコーチングを行うことを積極

的に促進する。 

コースワーク科目では、「人工知能科学特別講究 1,2」を配置し、研究活動で必須となる研究発表の総

合的な能力獲得の機会を設ける。国内外の学会発表に向けて、日本語・英語による発表及び質疑応答を

行い、専門分野・関心領域が必ずしも一致しない聴衆に対しても説得力を持つ発表を行える能力を身に

つける。また、「人工知能科学特別講義」では、多様な分野の複数の教員がそれぞれの研究領域におけ

る先端知識、研究課題、研究動向についての講義を行い、学生が人工知能科学の全体像を把握できるよ

うにする。学際的思考力を養うため、各領域の特色、意義、魅力に触れ、各領域における研究方法とそ

の多様性を理解できるようにする。人工知能科学の幅広い視野と思考力を培うことで、博士課程修了後

に直面する多種多様で複雑な研究課題に取り組むことのできる力を身につける。また、企業等から兼任

講師を招聘し、その分野や産業における最新の動向を学修・分析する機会を設ける。 

その他、コースワーク科目では本研究科の教育研究の柱となる 3 分野に沿った科目も展開している。 

「データ駆動型科学分野」では、社会科学分野でのビッグデータ解析を体系的に学ぶ科目（「社会情報

科学概論(D)」「複雑ネットワーク科学(D)」）、統計的機械学習を重点的に学ぶ「統計モデリング１(D)」

及び「統計モデリング２(D)」、そして量子コンピューティングについて基礎から実習までを扱う「量子

情報特論(D)」を配置し、機械学習の諸技法を駆使したビッグデータ分析による知識発見に重点をおい

た教育研究を行う。 

「人工知能分野」では、「深層学習演習１(D)」「深層学習演習２(D)」「自然言語処理特論(D)」を配置し、

特に画像認識、自然言語処理の分野において深層学習の活用が進んでいることを受けて、深層学習に重

点をおいた人工知能の基礎研究と応用研究を行う。さらに、深層学習の新しいアルゴリズムを構築する

際に思考の広がりを持たせるために「脳神経科学特論(D) 」を配置し、人間の脳のニューラルネットワ

ークの最先端の知見を得る。 

「応用人工知能・データサイエンス分野」では、「計算機科学概論(D)」「人工知能科学特別演習(D)」

「データサイエンス実習(D)」を配置し、人工知能（特に深層学習）の社会での応用や機械学習がその

中心部を占めるデータサイエンスの社会での活用といった、機械学習・深層学習の社会実装を推進する。

たとえば、「計算機科学概論(D)」では深層学習モデルを現実の場面で応用する上で重要となる推論の実

行速度についての技術的知識を得ることができ、「人工知能科学特別演習(D)」「データサイエンス実習 

（D）」では、実問題を扱う演習を通して、推論の精度などについての深い理解を涵養できる。 

 また、成績評価の基準・方法は次のとおりとする。講義や演習の各科目の成績は絶対評価で 100 点満

点による評価を行い、60 点以上で単位認定し、60 点未満及び欠席を不合格とする。成績は、試験、平

常点などの成績評価の割合を科目ごとに定め、シラバスを通して周知する。 

 上記及び学位授与の方針に基づいた教育課程編成・実施の方針は以下のとおりである。 
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 本研究科では、学位授与の方針に沿って、以下のとおり教育課程を編成している。なお、これらの

教育課程を通じて得られる学修成果は、学生が提出する研究報告書、授業時に実施する小テスト、随

時に課されるレポート等によって評価する。 

◯教育課程の構成 

 本課程の修了要件は 26 単位であり、授業科目を以下の区分に分けている。 

１．リサーチワーク科目 

２．コースワーク科目 

 １．では、主指導教員による研究指導科目である「人工知能科学特別研究 1～6」を配置し、先端的

な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプレゼンテーション能

力など総合的な研究遂行力を身につける。また、副指導教員による研究指導科目である「人工知能科

学先端演習」を配置し、多様な研究領域に接することを通して自らの研究を複眼的な視点で捉え直し

つつ課題解決にあたる能力を涵養する。 

 ２．では、「人工知能科学特別講究 1,2」を配置し、研究活動で必須となる研究発表の総合的な能力

を涵養する。国内外の学会において専門分野の研究発表を行い、その一連のプロセスにおいて必要な

スキルを育成する。また、専門分野・関心領域が必ずしも一致しない聴衆に対しても説得力を持つ発

表を行える能力を身につける。「人工知能科学特別講義」では、多様な分野の複数の教員がそれぞれ

の研究領域における先端知識、研究課題、研究動向についての講義を行い、学生が人工知能科学の全

体像を把握できるようにする。 

その他、コースワーク科目では、本研究科の教育研究の柱となる 3分野に沿った科目も展開してい

る。 

「データ駆動型科学分野」では、「社会情報科学概論(D)」「複雑ネットワーク科学(D)」「統計モデ

リング１(D)」「統計モデリング２(D)」「量子情報特論(D)」を配置し、統計的機械学習を駆使したビ

ッグデータ分析による知識発見に重点をおいた教育研究を行う。 

「人工知能分野」では、「深層学習演習１(D)」「深層学習演習２(D)」「自然言語処理特論(D)」「脳

神経科学特論(D)」を配置し、深層学習に重点をおいた人工知能の基礎研究と応用研究を行う。 

「応用人工知能・データサイエンス分野」では、「計算機科学概論(D)」「人工知能科学特別演習(D)」

「データサイエンス実習(D)」を配置し、人工知能（特に深層学習）の社会での応用や機械学習がそ

の中心部を占めるデータサイエンスの社会での活用といった、機械学習・深層学習の社会実装を推進

する。 

◯学位授与の方針に記載した学修成果と授業科目等の関係  

 １．の科目を受講することにより、機械学習や統計学といった人工知能分野に共通する基盤知識に

ついての理解を深め、高度な研究活動に必要な課題設定能力および仮説検証能力を身につける。 

 ２．の科目を受講することにより、人工知能の社会実装を推進する総合的能力、国際的に研究活動

を展開できる能力を涵養する。 

◯科目区分の設定等 

博士課程後期課程に設置する科目には、リサーチワーク科目（研究指導）及びコースワーク科目の２

区分を設定する。各科目区分の科目構成は次のとおりである。 

リサーチワーク科目：「人工知能科学特別研究 1～6」（各 3単位、合計 18 単位） 

「人工知能科学先端演習」（2単位) 

コースワーク科目：「人工知能科学特別講究 1,2」（各 2単位、合計 4単位） 
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「人工知能科学特別講義」（2単位) 

「社会情報科学概論(D)」（2単位） 

「計算機科学概論(D)」（2単位） 

「統計モデリング１(D)」（2単位） 

「統計モデリング２(D)」（2単位） 

「複雑ネットワーク科学(D)」（2単位） 

「自然言語処理特論(D)」（2単位） 

「脳神経科学特論(D)」（2単位） 

「量子情報特論(D)」（2単位） 

「深層学習演習１(D)」（2単位） 

「深層学習演習２(D)」（2単位） 

「人工知能科学特別演習(D)」（2単位） 

「データサイエンス実習(D)」（2単位） 

各年次で主指導教員のもとで取り組む「人工知能科学特別研究 1～6」を順に履修しながら、１年次あ

るいは２年次において、副指導教員による「人工知能科学先端演習」を履修する。また、各自の状況や

興味・関心に応じて、１年次から 3 年次にかけて「人工知能科学特別講義」及び「人工知能科学特別講

究 1, 2」を始めとするコースワーク科目を履修する。先端的な深層学習の応用研究を進める上で必要と

なるハードウェアの基礎知識が得られる「計算機科学概論(D)」や、経済・社会データを分析する上で

の基盤的な方法論を学ぶことができる「社会情報科学概論(D)」は、博士課程後期課程での研究の初期

段階である１年次での履修を推奨する。統計的機械学習を研究手法の中心におく場合は、「統計モデリ

ング１(D)」「統計モデリング２(D)」を１年次に履修することで、研究の基礎を築く。「複雑ネットワー

ク科学(D)」及び「自然言語処理特論(D)」については、各自の研究テーマにこれらのトピックが含まれ

る場合、研究の進展状況に応じて１年次あるいは２年次に履修する。「脳神経科学特論(D)」及び「量子

情報特論(D)」は、博士課程後期課程での研究に直結するというよりは、より長期的な視点での学習に

なるため、履修の順序は任意となる。「深層学習演習 1(D)」「深層学習演習 2(D)」「人工知能科学特別演

習(D)」「データサイエンス実習(D)」は、演習・実習の機会を継続的にするため、１年次に１科目、２

年次に１科目のようなペースでの履修を推奨する。 

 なお、「社会情報科学概論(D)」、「計算機科学概論(D)」、「統計モデリング１(D)」、「統計モデリング２

(D)」、「複雑ネットワーク科学(D)」、「自然言語処理特論(D)」、「脳神経科学特論(D)」、「量子情報特論(D)」、

「深層学習演習１(D)」、「深層学習演習２(D)」、「人工知能科学特別演習(D)」及び「データサイエンス

実習(D)」については、博士課程前期課程との合同授業科目であるが、博士課程後期課程学生を対象と

した授業の目標及び成績評価方法・基準を新たに設定する。 

◯学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

との相関及びカリキュラムマップ 

学位授与の方針にある「機械学習や統計学といった人工知能分野に共通する基盤知識についての理解

を深め、高度な研究活動に必要な課題設定能力および仮説検証能力を身につける」という項目について

は、先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解決能力やプレゼンテー

ション能力など総合的な研究遂行力を身につけるためのリサーチワーク科目「人工知能科学特別研究 1

～6」を配置している。また、副指導教員による研究指導科目である「人工知能科学先端演習」を配置

し、多様な研究領域に接することを通して自らの研究を複眼的な視点で捉え直しつつ課題解決にあたる
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能力を高める機会を設けている。 

 また、学位授与の方針にある「国際的な舞台で研究活動を展開できる能力を涵養する」という項目に

ついては、「人工知能科学特別講究 1,2」を配置し、国際的に研究活動を展開する上で重要な研究発表ス

キルを身につける機会を設けている。「人工知能の社会実装を推進する総合的能力」については、多様

な分野の教員がそれぞれの研究領域における研究課題や研究動向について講義する科目である「人工知

能科学特別講義」を受講することで、技術進化の方向性や動向を俯瞰する目を養い、社会実装に活かす

ことができる。 

 なお、カリキュラムマップは資料２のとおりであり、学位授与の方針と連関している。 

◯課程制大学院制度に沿った教育課程及び研究指導 

本研究科は、「新時代の大学院教育―国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて―」（2005 年）、「グ

ローバル化社会の大学院教育～世界の多様な分野で大学院修了者が活躍するために～」（2011 年）及び

「未来を牽引する大学院教育改革～社会と協働した「知のプロフェッショナル」の育成～」（2015 年）

を踏まえた教育課程を編成している。たとえば、特定の専門分野にとどまらない高度な専門知識を持ち、

知の生産を先導できる「知のプロフェッショナル」を養成するため、各研究室に分かれての研究活動に

重点が置かれがちな標準的な日本の大学院教育とは異なり、分野横断型の研究活動を促進する研究プロ

ジェクトを多数設置し、分野の垣根を超えた集団指導を実施し、学生・教員の間の協働が誘起される環

境を構築している。 

◯教育課程の編成の考え方及び特色 

本研究科は、データ駆動型の科学、機械学習・深層学習に重点をおいた人工知能の基礎研究、人工知

能の社会実装及びデータサイエンスとそれらに付随する諸問題（社会受容性など）の研究を主要な研究

領域として設定する。それぞれの領域について、教育課程の編成の考え方は次のとおりである。 

（１）データ駆動型科学分野 

データ量が増大し、複雑化する現代の科学研究において、データが駆動する科学の重要性が高

まっているという認識のもと、本研究科では、データマイニング、機械学習の諸技法を駆使した

ビッグデータ分析による知識発見に重点をおいた科学研究を教育研究の柱としている。特に深層

学習の発展によってデータ駆動型科学に新展開がもたらされつつあり、たとえば１次元アミノ酸

配列からタンパク質の３次元構造をニューラルネットワークで推測する「アルファフォールド」

が 2020 年の米国サイエンス誌のブレークスルーオブザイヤーの一つに選出されたことは、この

分野の将来性を物語る事例である。データ駆型動科学の中でも特に重点を置く分野は、天文学及

び社会・経済のビッグデータ分析であり、共通する基盤技術として、複雑ネットワーク分析、ベ

イズ推定などに重きをおいて教育課程を編成している。 

（２）人工知能分野 

本研究科では、機械学習・深層学習に重点をおいた人工知能の基礎研究を教育研究の柱のひと

つとしている。特に画像認識、自然言語処理の分野における深層学習が示す極めて優れた性能を

受けて、社会のあらゆる領域で驚異的な速度で深層学習の活用が進行中であるため、本研究科の

教育研究の主要分野に設定することは時代の要請にも合致する。また、科学研究においてパター

ン認識はこれまでも常に重要なテーマであった上に、（１）でも述べたようなデータ駆動型科学

における深層学習の応用への期待が大きく膨らむなか、機械学習・深層学習の基礎研究と、デー

タ駆動型科学研究を、本研究科において主要分野として組み合わせることで、相乗効果を期待す

ることができる。 
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（３）応用人工知能・データサイエンス分野 

社会での人工知能（特に深層学習）の応用は急速に広がりを見せており、オープンソース文化

の普及を背景として、応用研究を推進しているエンジニアの裾野が拡大している。「人工知能の

民主化」と呼ばれる現象で、物流、リテール、金融、教育、医療などほとんどあらゆる分野で人

工知能が応用され、業務の効率化、生産性の向上、新しいサービスの創出などに役立てられてい

る。本研究科では、このような人工知能の社会での応用を「応用人工知能」という名称で表現し、

主要領域に設定している。 

また、ビジネスにおいて顧客データの収集が容易な IT サービスの存在感が高まるに従い、企

業経営にビッグデータを活用する動きが活発になっている。その分析の担い手として、「データ

サイエンティスト」が多く雇用され、日本でもデータサイエンスへの注目が高まっている。デー

タサイエンスにおいて機械学習が中心を占め、多くのケースで応用人工知能と同分野を形成して

いると考えてよい。本研究科では、応用人工知能・データサイエンス分野を主要分野に設定して、

機械学習・深層学習の社会実装を推進する。 

本研究科の特色として、AI ELSI（Ethical, Legal, and Social Implications)を全学生が持

つべき素養として定義していることがあげられる。人工知能の倫理問題やそれがわれわれに突き

つける「知性とは何か」という根源的な問いについて全学生が深く考える機会を持つことを必須

としている。また「人工知能科学特別研究 1〜6」の科目における研究指導を通して、知的財産に

ついての現実的な諸問題について学び、人工知能の社会受容度について学生が主体的に検討する

機会を持てるようにする。方法としては、倫理学・法哲学及び科学技術社会論の基礎文献の読解

と個々の学生が取り組んでいる課題が含まれる分野のケーススタディを並行して行う。理論及び

倫理綱領の原則を理解することなしには人工知能科学研究及びその応用・社会実装にともなう倫

理的課題の存在を軽視して、人間及び環境への配慮を欠いて近視眼的な利益追求に走りがちとな

る。一方で原則にかかる講義・読解だけでは自らが取り組む研究との関係性を理解しがたく学習

動機が欠落し、結果的に社会的配慮が欠落する研究開発に陥りがちとなる。そこで、本研究科で

は社会実装に重点を置き、個別のケースにかかる利害関係者（とりわけ直接のユーザ）のリスト

アップ、各利害関係者の立場を理解するための歴史的背景、ユーザのニーズ考察を通して、自分

の研究開発成果が社会に及ぼす影響とその帰結を予見するとともに、利害関係者への対応に必要

なスキル涵養を促す。さらに、人工知能研究そのものが人間の実存に及ぼす影響にも思いをいた

す習慣を身に着ける。 

上記の教育研究の主要分野の特性を踏まえると、本研究科が養成する人材像において、学際的思考力

を持ち、分野横断型の研究活動を展開できることが重要である。（１）に挙げたアルファフォールド開

発において、タンパク質構造決定の専門家と深層学習の専門家が必要であったように、データ駆動型科

学では、必要に応じて異なる分野の専門家と協働することが必要であるため、分野を越境できる力の養

成を教育課程編成において重視している。実際に、多様な分野の教員が在籍し、たとえば「人工知能科

学特別講義」では、複数の分野の教員がそれぞれの研究領域についての講義を行い、分野の垣根を超え

た協働を促進している。さらに、本学の他存研究科の教員とも緊密に協働し、講義や研究指導、共同研

究、あるいは、学生間の交流を通して、学際的な研究を推進する力を養うことが可能な教育研究環境を

整備している。 

社会実装においても、相互依存の強い現代社会の様々な課題解決のためには分野横断、セクター横断

の活動が求められる。企業等の最前線で活躍する人々とのディスカッションや情報交換、共同研究を通
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して、協働の重要性を学ぶ機会を十分に設ける。多様な社会人とのコミュニケーションを通じて、社会

で求められ活躍できる人材になるためには何が必要なのかを認識することにつながる教育課程を編成

することで、修了後に「知のプロフェッショナル」として成果を挙げられる人材に育つことを促す。 

 

④教育方法，履修指導，研究指導の方法及び修了要件 

◯授業の方法 

研究指導科目が大部分を占め、学生が文献を調査する時間や各自で PC を用いて作業する時間をメイ

ンとしながら、教員と学生が議論する時間を十分に確保する。講義科目である「人工知能科学特別講義」

では黒板への板書とスライドによる説明による知識伝達型の講義がメインとなるが、学生の主体的な参

加を促す取り組みもバランスをとりながら組み込む。１学年の学生定員が 8名であるため、全学生が受

講しても差し支えないと考える。 

各年次で主指導教員のもとで取り組む「人工知能科学特別研究 1～6」を順に履修しながら、１年次あ

るいは２年次において、副指導教員による「人工知能科学先端演習」を履修する。また、各自の状況に

応じて、１年次から３年次にかけて「人工知能科学特別講義」及び「人工知能科学特別講究 1,2」を修

得する。  

また、本研究科では、コミュニケーションツールとして「Slack」を導入している。授業科目毎にチ

ャンネルが設定され、教員・履修者が参加して、授業・研究についての意見交換を行っている。教員は、

自身の担当する授業科目以外のチャンネルを閲覧、投稿することができるので、他の教員の授業内容や

教員・学生間の議論から刺激を受け、自身の授業運営へ活かすことができる。また、教員間でお互いの

授業内容や学生の学習進捗状況を共有することによるシナジー効果も生まれている。この仕組みにより、

頻繁にキャンパスに通学するのが困難な社会人学生や首都圏以外に在住している学生に対しても充実

した学習サポートを提供することができている。 

さらに、定期的に教員が集まり、授業方法について議論する機会も設けている。今年度はオンライン

授業の運営をより効果的に行うためのアイディアの共有などが行われている。 

◯修了要件及び履修モデル 

博士課程後期課程に３年以上在学し、リサーチワーク科目（研究指導）を 20 単位、コースワーク科

目 6単位以上を修得した上で、博士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格した者に博士の学位を

授与する。リサーチワーク科目には、副指導教員による「人工知能科学先端演習」(２単位)が含まれ、

全学生が履修する制度設計であり、学位の質を保証する上で重要な役割を果たす。また、修了後に学術

界あるいは社会で活躍する人材を養成することを目的としているため、本研究科の研究分野に共通する、

研究活動を進める上での基盤的な知識・技術を学修する科目として、「人工知能科学特別講究 1,2」を全

学生が履修する制度としている。 

本研究科の履修モデルは資料３のとおりである。 

◯研究指導科目の単位数の設定 

「人工知能科学特別研究 1～6」は、主指導教員の指導のもとでの、学位論文の作成に関連する研究活

動に対して単位を認定するものであり、研究活動に必要な学修、単位制度に基づく学修時間等を考慮し

て、それぞれ３単位としている。また、「人工知能科学先端演習」は副指導教員の指導のもとで、学位

論文の作成に関連する研究活動を行うもので、２単位としている。 

◯他大学における授業科目の履修等 

多数の大学が所在する東京に位置している利点を生かして、他大学における授業科目の履修等も支援
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することを基本的な方針とする。なお、本学の大学院学則第 15 条第４項の規定に基づき、他大学大学

院において履修した授業科目について修得した単位数は 10 単位を超えない範囲で修了要件に算入する

こととする。 

◯研究指導と学位論文審査 

本研究科は、研究技法に共通部分が多く認められる研究が多いため、各研究室に分かれての研究活動

が中心になりがちな標準的な日本の大学院教育とは異なり、分野の垣根を超えた集団指導を実施する。

また、学生それぞれにメンターを設定し、研究指導教員とは別の教員が学修の進捗の確認などを定期的

に行う。研究指導基本スケジュールは資料４のとおりである。 

さらに、学位を申請する学生それぞれに主査及び２名あるいは３名の副査からなる論文審査委員を研

究科委員会で決定する。論文審査委員は、学位請求論文、審査委員に対する研究内容の説明、そして博

士論文公聴会における当該学生の研究発表の内容によって、厳格に論文を評価し、評価結果を記した論

文審査報告書を作成する。論文審査報告書は研究科委員会で審議され、学位請求論文の合否が決定され

る。   

学位論文審査基準は以下のとおりである。 

１．研究目的が明確で、独創性をもつ高度に専門的な研究であること 

２．論文構成が適切で、論理展開が妥当かつ明確であること 

３．当該研究分野において学術的意義あるいは実践的意義が高いこと 

４．研究の実施および研究成果の発表において「立教大学研究活動行動規範」が遵守され、適切な倫

理的配慮がなされていること 

◯研究倫理審査体制 

本学では、研究活動を行う全ての者及びこれを支援する全ての者が遵守すべき立教大学研究活動行動

規範（資料５）を定めている。また、研究者の研究倫理意識を高め、この行動規範の運用を実効あるも

のとするため、立教大学研究活動行動規範マネジメント委員会を設置し、「行動規範」に関する問題の

相談・通報を受付ける「相談・通報受付窓口」を設置しているほか、研究倫理の啓発及び研究不正の疑

義に関する対応を行っている。さらに、「個人情報保護委員会」にて個人情報に関する法令の遵守・監

視を行っていく。各研究者に研究倫理教育に係る e-learning を教材（APRIN e ラーニングプログラム）

の受講を義務付け、研究活動に関するコンプライアンス教育及び研究倫理教育を行っている。 

 

⑤基礎となる学部（又は修士課程）との関係 

 基礎となる修士課程との関係は資料６のとおりである。 

 

⑥「大学院設置基準」第 2条の 2又は第 14 条による教育方法の実施 

本研究科では、大学院設置基準第 14 条特例を活用し、昼夜開講制を採る。その対応方法等について

は以下のとおりである。 

ア 修業年限 

   標準修業年限の３年とするが、例外的に、顕著な研究業績がある場合に１年以上３年未満での修

了を認める。 

イ 履修指導及び研究指導の方法 

   社会人学生に限らず、全ての学生が同じ時間割で学修するため、⑥に記載のとおりである。 

ウ 授業の実施方法 
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   社会人学生に限らず、全ての学生が同じ時間割で学修するため、⑥に記載のとおりである。 

エ 教員の負担の程度 

本研究科は基礎となる学部をもたない独立研究科として設置するため、運営において一定の独立

性を確保し、カリキュラム等で独自の運営ができる仕組みとなっている。また、教員８名の全てが、

本研究科の運営業務、研究指導、科目担当等を主務とすることになっているため、教育研究活動に

支障をきたすことはない。 

オ 図書館・情報処理施設等の利用方法や学生の厚生に対する配慮，必要な職員の配置 

   池袋キャンパスの図書館は、夏季休暇期間、入学試験実施期間等を除いて、最長で 22:30 まで開

館していることから、社会人学生に対する利便性も確保できている。また、夜間対応に必要な職員

の配置を行うため、既存の独立研究科（昼夜開講制）の事務を担う部署が、実績を活かしながら本

研究科の事務を担うこととする。 

カ 入学者選抜の概要（⑦参照） 

 

なお、本研究科の教育研究内容は、上記①に記載したとおり、中央教育審議会や経済から公表された

各種文書において期待を寄せられている分野であり、これからの社会にとって必要とされる分野である

といえる。また、⑪に記載するとおり、適切な教員組織を整備する。 

 

⑦入学者選抜の概要 

本研究科が養成するのは、データ駆動型・AI 駆動型科学を推進できる研究者、先端的な AI 研究開発

を主導できる研究者、そして、AI 関連分野において知の創造、価値の創造をリードできる「知のプロフ

ェッショナル」である。これを踏まえ、入学者の受入れの方針（アドミッション・ポリシー）を以下の

ように定める。 

博士前期課程（あるいは修士課程）を修了したもので、次のような知識・能力を十分に有する学生

を受け入れる。 

１．博士前期課程で身につけるべき人工知能及びデータサイエンス分野の基本的知識 

２．先端的な研究活動を自立して進める上で必要となる研究遂行能力 

３．人工知能やデータサイエンスの技術を社会の様々な課題に応用し、人工知能の社会実装を推進す

る上で必要な高度な倫理観 

４．国際的な研究活動を進める上で必要な英語力 

また、本研究科は、書類審査、面接試験を総合して選抜を行う。そのうち、書類審査は、入学希望者

から提出される履歴書、博士前期課程（あるいは修士課程）での成績証明書、研究提案書により行う。

その後、面接試験によってアドミッション・ポリシーを踏まえて最終的な合格者を選抜する。 

なお、「企業等で働きながら学位取得を目指している者」を社会人学生と定義するが、現行の修士課

程（本申請における博士前期課程）では社会人学生を積極的に受け入れているものの、博士課程後期課

程では社会人の積極的な受け入れを特色とはしない。さらに、既修得単位認定及び科目等履修生の受入

れは行わない。 

 

⑧教員組織の編成の考え方及び特色 

◯教員配置の考え方 

本研究科の理念を実現し、データ駆動型・AI 駆動型の科学研究、機械学習（特に深層学習）モデルの
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研究、AI 技術を人文社会科学に結びつける文理融合型の研究、AI ELSI 及び AI 技術を社会実装するた

めの応用研究などを推進するためには、主要分野に設定した「データ駆動型科学分野」「人工知能分野」

「応用人工知能・データサイエンス分野」において第一線で活躍する研究者によって、教員組織を編成

する必要がある。専任教員は、それぞれの分野における高度の教育研究上の指導能力、業績等を備えた

８名の専任教員を配置する。高度な研究能力を重視して、国内外で博士の学位を取得した者のみで構成

し、理学、情報理工学、工学の博士号を有する専任教員を配置するほか、理学の修士号及び米国での Ph.D

を有する専任教員を配置する。 

また、AI 技術の社会実装を指導的な立場で推進することができる高度専門職業人を養成することを目

的の一つとしているため、産業界の急速な変化に対応するべく、実務家教員を配置する。特に「応用人

工知能・データサイエンス分野」の領域における教育研究を充実させるため、産業界等での十分な研究

開発業績を有し、企業での実務経験があるものも登用している。 

さらに、本研究科の教員組織の顕著な特色として、複数の学問領域での経験や、実務家としての経験

もある教員が多いことがあげられる。このような教員組織であることで、多様なバックグラウンドを持

つ学生を受け入れて、多彩な研究テーマについて研究指導を行う体制を備えることが可能になっている。

また、専門分野の異なる複数の教員が連携をとりながら共同で研究指導することを積極的に推進し、専

門分野の垣根を超えた教員間の有機的な連携を本研究科の教員組織の特色としている。多彩な本学の既

存研究科と実質のある連携を取り、幅広い学術分野に AI 技術応用及びデータサイエンスを展開するこ

とは、本研究科の教育研究が持つ強みとなっている。 

◯効果的な実務家教員の活用 

本研究科では、上記のとおり、人工知能・データ駆動型科学（及びデータサイエンス）を中心的な学

問分野とし、特に、機械学習の基礎研究、人工知能駆動型の自然科学・人文社会科学研究に加えて、社

会実装への応用研究や実装に付随する諸問題（社会受容性など）の研究を主要な研究領域として設定し

ている。人工知能・データ駆動型科学の「知の体系」を修得した上で、社会に対する広い視野を持ち、

AI 技術と社会をつなぐ役割を果たすとともに、様々な社会問題の解決のために貢献できる人材として、 

・AI 技術の社会実装を指導的な立場で推進することができる高度専門職業人 

・AI 技術をビジネスに結びつけ、AI やビッグデータを活用した価値創造ができる人材 

を養成することを目的としている。 

 社会の要請に応える実践的で先端的なプロジェクト遂行能力を育成するため、また「メタ知識」や「問

題解決能力」の醸成に効果的であるため、専任教員の一部を実務家教員としている。博士課程後期課程

における高度な研究指導の担当能力を重視し、いずれの実務家教員も学術界での実績も十分にあるもの

としている。また、専任教員以外でも、兼任教員には、企業での経験を有する者や社会実装の観点から、

企業におけるプロジェクトリーダーの経験を有する者など、「価値創造」の実績がある実務家教員を配

置しているため、「実世界産業領域への AI 技術の応用（ AI for Real World ）及びインクルージョン AI 

for Inclusion ）の実現」（AI 戦略 2019,P29）に貢献することができる。 

◯中心となる研究分野 

本研究科は、データ駆動型・AI 駆動型の科学、機械学習・深層学習に重点をおいた人工知能の基礎研

究、人工知能の社会実装及びデータサイエンスとそれらに付随する諸問題（社会受容性など）の研究を

推進するため、「データ駆動型科学分野」「人工知能分野」「応用人工知能・データサイエンス分野」を

主要研究分野とする。 

「データ駆動型科学分野」では、アストロインフォマティクス、経済物理学、マテリアルズインフォ
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マティクス、データマイニング、テキストデータ分析などの研究を推進し、共通した技法で横串を刺す

ために、３名の専任教員が連携をとりながら、実質的な共同研究を促進する体制をとる。また、大規模

データ分析においては、チームを編成した研究体制が必要になるため、外部資金によって数名の若手研

究員を配置している。 

「人工知能分野」では、データから特徴量を生成し現象をモデル化する技術である機械学習、特に深

層学習をその中心として捉えて研究体制を構築しており、深層学習の理論・アルゴリズムを専門とする

専任教員を配置する。また、「応用人工知能分野」と地続きとなる領域として、デジタルゲームの複雑

な環境に適応するための自律的なゲームキャラクターの人工知能を研究する教員を配置し、分野間での

連携体制をとっている。 

「応用人工知能・データサイエンス分野」では、人工知能（機械学習・テキストマイニング）を社会

活動のマルチエージェント・シミュレーション（仮想環境上のビジネスゲームなど）に応用する研究す

る教員を配置する。また、応用人工知能研究として、３次元空間認識技術を社会で活用する研究を推進

し、スポーツテック・リテールテックなどに応用する。データサイエンス領域では、リテールデータに

おける機械学習の応用、人工衛星データの社会での利活用などを進める教員を「データ駆動型科学分野」

と担当教員を共通化して配置している。 

本研究科の研究において、特に社会実装を伴う「応用人工知能・データサイエンス分野」では、デー

タプライバシーの問題などが不可避であり、応用倫理学、科学技術社会論の視点が重要になる。情報の

哲学・倫理、とりわけ人工知能の哲学・倫理を主要な研究分野とする専任教員を配置し、様々な応用研

究において懸念される倫理問題への処方箋を研究科として支援する体制を整備している。 

◯教員の年齢構成 

本研究科の専任教員組織の年齢構成は、40 歳代４名、50 歳代３名及び 60 歳代１名であり、40 歳代の

教員が半数を占めており、教育研究水準の維持向上・教育研究の活性化に配慮した年齢構成となってい

る。なお、本学の定年に関する規程である学校法人立教学院就業規則（資料７）では、第 20 条におい

て以下のとおり規定しており、同条の規定と照らし合わせても問題ない。 

（定年退職） 

第 20 条 勤務員が満 65 年に達した場合は，その年度末をもって定年退職とする。ただし，特に必要

ある場合は職務を嘱託することがある。 

◯本研究科における教育研究以外の業務に従事する専任教員 

本研究科における教育研究以外の業務に従事する専任教員は２名いるが、本学の職務に従事する週当

たり平均日数は 3.5 日以上であり、教育研究上の支障はない。本研究科における教育研究以外の業務に

従事しない専任教員と同様に、研究指導科目である「人工知能科学特別研究１〜６」を担当することに

なっている。なお、他の専任教員と同様、FD 委員会、自己点検・評価委員会等に出席し、学生の学修状

況の確認、課題の共有等を行う。 

 

⑨施設・設備等の整備計画 

ア 校地，運動場の整備計画 

◯研究科の教育研究を踏まえた適切な環境整備 

 人工知能科学研究科の教育研究においては、人工知能・データサイエンスを全学術分野に展開するこ

とをミッションとしており、可能な限り多彩な分野の研究者、学生と日常的に交流できる環境が望まれ

る。本研究科の教育が実施される池袋キャンパスは、文学研究科、経済学研究科、理学研究科、社会学



設置の趣旨（本文）－19 
 

研究科、法学研究科、ビジネスデザイン研究科、21 世紀社会デザイン研究科、異文化コミュニケーショ

ン研究科、経営学研究科及びキリスト教学研究科を擁し、人工知能の全学術分野展開に必要な環境が整

っている。歴史を感じる赤レンガ造りの建物と現代的な美しい建物が調和し、緑豊かな学内が学生でに

ぎわい活気があふれている池袋キャンパスは、ヒトと人工知能の協働、調和を目指す本研究科の教育の

現場として望ましい環境を提供している。これらの考えに基づき、池袋キャンパスの 11 号館の一部及

び 16 号館に教員研究室、学生研究室、日常的な学生間・学生教員間の交流のための施設・設備を整備

した。いずれの建物にも、壁掛けディスプレイや複数の移動式ディスプレイを設置するとともに、随所

にホワイトボードを配置、机も可変式にすることで、教員・学生が思い立った時にすぐに議論や打ちあ

わせを始めることができる。また、11 号館はフロアの中の壁や柱を極力排することで、学生同士の交流

が促進される空間をデザインし教員と学生の交流が促進されるような仕掛けにしている。 

イ 校舎等施設の整備計画 

◯教員の研究室、必要な教室の整備計画 

 教員の研究室は本学での基準に則り、各教員に 20 m² の研究室が割り当てられる。池袋キャンパスの

11 号館の一部及び 16 号館に、教員間の日常的な議論やコミュニケーションが可能となるような工夫を

しながら、教員の研究室を配置している。講義室は池袋キャンパスに設置されている教室を他学部・他

研究科と共有して使用する。博士課程後期課程のコースワーク科目（人工知能科学特別講義、人工知能

科学特別講究１及び２）の開講時間は 18 時 55 分開始の授業が主となり（資料８）、また、入学定員 8

名、収容定員 24 名という規模であるため、部屋数の多い小規模教室を利用することから、教室の余裕

は十分にある。 

◯研究科の教育課程、時間割等を踏まえた施設・設備 

 最先端の人工知能技術を使用するために 16 号館 2 階のサーバールームに高性能 GPU サーバーを設置

している。また、11 号館に設置された 100 インチ超の LED ディスプレイをはじめ、11 号館と 16 号館に

壁掛け・移動式のディスプレイを合計 6基設置し、研究成果の報告や活発な議論を行える場を用意して

いる。本研究科では分野の垣根を超えた分野融合的な研究を志向しており研究室間のオープンな交流を

実現するための仕掛けとして研究室の扉をガラスにしている。 

教育・研究のためのスペースは 11 号館と 16 号館に分かれており、それぞれ特長を持った施設となっ

ている。11 号館は 5階が本研究科のフロアとなっているが、ワンフロアの中にプレゼンテーションを行

うエリア、集中して個人作業を行うエリア、リラックスして議論を行うエリアなど、複数の目的を持っ

たエリアを配置している。フロアの中の壁や柱を極力排することで、学生同士の交流が促進される空間

づくりを行うとともに、教員と学生の交流が促進されるような仕掛けにしている。また、壁掛けディス

プレイを設置した会議室も配置しており、企業との共同研究に使用している。 

16 号館は 3フロアに分かれており、1階は実験エリアとして企業との共同研究のためのスペースとし

て位置付けている。現在は小型サーバー20 台を設置している。2階は研究室及び教員との打ちあわせス

ペースとなっており、教員と学生の交流のためのエリアとなっている。また、大容量 GPU サーバーの格

納されているサーバールームも同フロアに配置されている。3 階は、カジュアルなデザインの什器を設

置してリラックスした雰囲気を醸しつつも壁掛けディスプレイも設置して議論もできる環境を用意し

ている。いずれの建物も、学生間や学生教員間の豊かな交流を誘起する空間づくりを志向してデザイン

されている。 

また、教員、学生ともに、十分な量の学術論文や関連図書を参照できる環境が必要であるため、11 号

館及び 16 号館の共用スペースには書棚を設置し関連書籍を配架している。また、研究プロジェクトで
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3D 物体認識に取り組んでいることもあり、空間再現ディスプレイを 11 号館 5 階に設置している。さら

に、学内 LAN サーバーによる情報ネットワークを利用した学習が可能な自習スペースを整備している。

自習スペースでは、各種文献を始めとする資料の検索とともに、V-Campus（バーチャルキャンパス：学

内 LAN を利用した本学独自のサイバーキャンパス）や学内外のデータベース利用、情報ネットワーク構

築を行うことが可能となっている。 

ウ 図書等の資料及び図書館の整備計画 

◯研究科の種類・規模等を踏まえた図書等の整備 

 本研究科は、多様な学問的背景を持った学生が、第２の専門として人工知能・データサイエンスを学

修する。従って、関連する分野が多岐にわたり関連図書の種類は多いが、池袋キャンパスは、文学研究

科、経済学研究科、理学研究科、社会学研究科、法学研究科、ビジネスデザイン研究科、21 世紀社会デ

ザイン研究科、異文化コミュニケーション研究科、経営学研究科及びキリスト教学研究科を擁している

ため、池袋図書館にはすでに十分な図書が整備されている。また、本研究科で開講される全ての授業に

おける教科書を図書館において整備している。人工知能・データサイエンス分野の学術雑誌としては、

「Applied Artificial Intelligence」、「Applied Intelligence」、「Artificial Intelligence」、「AI & 

Society」、「Kybernetes」、「Minds and Machines」、「International Journal of Human-Computer Studies」、

「Journal of Semantics」、「Linguistics and Philosophy」、「Artificial Life and Robotics」、

「Computational and Mathematical Organization Theory」、「Expert Systems」及び「Knowledge 

Engineering Review」等が整備されている。また、博士課程後期課程では、前期課程に比べて研究内容

がレベルアップするため、世界のコンピュータサイエンス関連文献へのアクセスを提供するオンライン

データベースである IEEE Xplore の整備を検討している。 

 また、池袋図書館には、1,227,852 冊（2019 年度）を所蔵している。また、本研究科と類似の領域で

ある理学研究科が池袋キャンパスに設置されているため、既に多くの関連図書を有していることになる。

さらに、前述のとおり人工知能・データサイエンス分野の学術雑誌を整備する予定であるため、本研究

科の教育研究活動に支障が生じることはない。 

◯デジタルデータベース、電子ジャーナル等の整備計画 

池袋図書館は、既に豊富なオンライン資料（66,822 件の電子ジャーナル、28,150 件の電子書籍及び

144 件のデータベース）（2019 年度）を有している。これらの既存の資料を活用するとともに、必要に

応じてさらなる充実を図る予定である。 

◯図書館の閲覧室、閲覧席数、レファレンス・ルーム、検索手法等など、教育研究を促進できる機能等 

 地下２階から地上３階までの５層からなる池袋図書館は収蔵可能冊数 200 万冊、閲覧席数 1530 席を

有する、国内の大学でも屈指の大規模図書館となっている。総合学習図書館及び研究図書館としての機

能を維持するとともに、多様なニーズに対応し利便性を向上させることによって、学習・教育・研究を

支援している。また、教育研究情報環境のネットワーク利用基盤である学術情報システム（Rikkyo 

Information System）によって、利用者は文献の収集から整理、資料の提供に至るまでの総合的なサー

ビスを受けることができる。図書資料等の目録データは OPAC によるオンライン検索とともに、学内 LAN

を経由して、各研究室や学内の各施設、さらには学外や自宅からもアクセスが可能である。 

 以上については、研究科の種類を問わず汎用的な要素を含んでいるため、本研究科の目的等に照らし

ても十分に適切である。なお、夏季休暇期間、入学試験実施期間等を除いて、最長で 22:30 まで開館し

ていることから、社会人学生に対する利便性も確保できている。 
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◯他の大学の図書館等との協力 

他の教育研究機関との連携については、本学、青山学院大学、学習院大学、國學院大學、東洋大学、

法政大学、明治大学及び明治学院大学の８大学で「山の手線コンソーシアム」を形成し、学生及び教職

員が各大学の図書館を利用できる体制を構築している。 

◯研究室（自習室）等の考え方、整備計画（室数、面積、設備、図書、収容能力等）（資料９、10） 

本研究科は、2020 年 4 月に修士課程を開設しており、大学院学生の研究室（自習室）の整備にあたっ

ては、博士課程後期課程の開設も見据えて、余裕を持ったスペースや座席数を確保している。 

学生が教員の研究指導を受けやすくするため、11 号館・16 号館のいずれも、学生の研究室を指導教

員の研究室、学生の共同研究室及び指導教員との面談スペースを同じフロアに配置している。同フロア

には、共用机、フリーアドレスの机、プリンター等を備えているほか、集中して学習できる自習室の他、

リラックスして議論できるスペースなど各人の研究内容に応じて自習スペースを選択出来るような作

りとなっている。このため、研究発表等の際には可動式の机、椅子を移動させることでフレキシブルに

レイアウト変更が可能となる。11 号館には 100 インチ超の LED ディスプレイを備えたプレゼンテーショ

ンスペースも配置している。 

 それぞれの面積については、学生の研究室（180 ㎡）、共同研究室（40 ㎡）、面談スペース（20 ㎡）及

び実験スペース（40 ㎡）となっている。 

 また、研究発表や実験（画像処理など）で使用予定の AV モニターを 11 号館 5階に 5基、16 号館 3 階

に 1基配置するとともに、共同で利用可能な本棚を配置している。 

 

⑩管理運営 

◯教学面における管理運営の体制（研究科委員会の役割、構成員、開催頻度の予定、審議事項等） 

 本学では、研究科の場合は、大学院学則第 18 条第１項の規定に基づき、研究科委員会を置くことし

ている。また、同条第４項の規定に基づき、研究科委員会の構成及び運営に関わる事項については、教

授会規程を準用している。 

 本研究科においても、上記規程に基づき、研究科委員会を設置している。構成員等は表のとおりであ

る。なお、隔週で開催している。 

 根拠規程 内容 

構成員 
大学院学則第 18 条第１項本文 授業及び研究指導担当の専任教員 

大学院学則第 18 条第２項 特別任用教員及び助教（研究科委員長の要請による） 

審議事項 大学院学則第 18 条第１項各号

（１）研究科委員長及び大学院委員会委員の選出並びに

担当教員の人事に関する事項 

（２）入学試験、学位論文の審査及び最終試験に関する

事項  

（３）教育課程、入学、休学、復学、再入学、退学及び

除籍に関する事項  

（４）学生の賞罰に関する事項  

（５）その他研究科に関する事項 

（６）総長の諮問事項 

 また、本学では、全ての学部長（研究科委員長は一部）が構成員となっている複数の全学的な合議体

を設置している。本研究科委員長についても、各種規程に基づき、当該合議体の構成員となる（以下は
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主なものを抜粋）。 

・大学院委員会 

 「立教大学大学院委員会規程」（以下「大学院委員会規程」という。）第１条及び第７条の規定に基づ

き、学位の授与に関する事項など、本学大学院の教育研究の重要事項に関する事項を審議する。「大学

院委員会」は、大学院委員会規程第２条の規定に基づき、全ての研究科の長が出席する。 

・教育改革推進会議 

 「立教大学教育改革推進会議規程」第１条及び第７条の規定に基づき、学士課程教育及び大学院教育

の改善を図り、その充実と高度化を推進するため、教育内容及び教育方法の改善に関する事項等を審議

する。同規程第２条第３号の規定に基づき、総長が推進責任者（2020 年度は統括副総長）を指名すると

ともに、各学部長、各研究科委員長及び「大学教育開発・支援センター長」を構成員としている。 

・国際化推進会議 

 「立教大学国際化推進会議規程」第１条及び第７条の規定に基づき、国際化の推進を図り、その充実

と高度化を推進するため、大学並びに学部及び研究科の国際化推進等を審議する。同規程第２条第３号

の規定に基づき、総長が推進責任者（2020 年度は国際化推進担当副総長）を指名するとともに、各学部

長、各研究科委員長等を構成員としている。 

・自己点検・評価運営委員会 

 「立教大学自己点検・評価規程」第３条第１項の規定に基づき、自己点検・評価を行う際の基本的枠

組みを決定し、自己点検・評価活動の全体を運営・調整する。同規程第６条第１項の規定に基づき、総

長が委員長（2020 年度は統括副総長）を任命するとともに、同規程第４条の規定に基づき、各学部長、

各研究科委員長など、同規程第２条に規定される組織の長を構成員としている。 

◯研究科委員会以外の会議体の役割 

・入試作問委員会 

入試における筆記試験問題の作問・点検・採点を担当する数名の委員によって構成される。 

・FD 委員会 

 立教大学ファカルティ・ディベロップメントに関する規程に基づき、本研究科の個々の教員及び教員

組織としての様々な活動全般に関わる能力の開発等を行う。 

・自己点検・評価委員会 

研究科委員会の全構成員によって構成される委員会で、研究科に在籍する教員のFDについての企画、

自己点検・評価を行う。 

・研究倫理委員会 

AI やデータサイエンスに関する教育研究においては、倫理や法律上の問題が発生することが予想され、

また、社会受容性という点でも検討が必要な場合がある。本学では軍事利用に供するような教育研究は

実施しないことを確認しているが、研究科内に研究倫理委員会を設置し、改めて研究内容の点検を行う

とともに、同委員会は FD 活動にも積極的に貢献する。また、後述のとおり、外部評価委員会を設置し、

同委員会の意見や提言を踏まえて FD 活動に生かす。博士課程後期課程開設までに、倫理委員会で扱う

審査の内容や審査の基準等について、規程の整備を行う。 

◯その他 

本研究科は独立研究科として設置されているため、運営において一定の独立性を確保し、カリキュラ

ム等で独自の運営ができる仕組みとなっている。また、教員８名の全てが、本研究科の運営業務、研究

指導、科目担当等を主務としている。 
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⑪自己点検・評価 

 本学では、1993 年に「立教大学自己点検・評価規程」を制定及び施行し、自己点検・評価活動を行っ

ている。本学の自己点検・評価の目的は、「本学における教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び

社会的使命を達成する」（同規程第１条）ことにある。 

自己点検・評価の組織、手続き、権限等は同規程に定めている。自己点検・評価を実施する組織は、

同規程第２条に基づき、「自己点検・評価を行う際の基本的枠組みを決定し、全体を運営・調整する」

ことを任務とする「自己点検・評価運営委員会」（以下「運営委員会」という。）及び学部、研究科等に

置かれ各組織の活動の自己点検・評価を行う「自己点検・評価委員会」（以下「点検・評価委員会」と

いう。）である。 

運営委員会の構成は、同規程第４条の規定に基づき、委員長（総長指名により、2020 年度は統括副総

長が委員長を兼ねている。）、副委員長及び点検・評価委員会の長としている。従って、全ての学部及び

研究科の長が各自己点検・評価委員会委員長として、運営委員会に出席していることになる。 

全学的な自己点検・評価活動として、運営委員会を同規程第５条第１項の規定に基づき、年に２回以

上開催している。原則として、前期には当該年度の活動方針の確認、前年度の学部等の自己点検・評価

結果のまとめ、自己点検・評価活動方法の確認及び毎年度数値を蓄積している大学基礎データと認証評

価機関（公益財団法人大学基準協会）から示されている定量的な基盤評価の水準（入学定員に対する入

学者比率、大学設置基準等による必要専任教員数等）の比較等を行い、後期には大学機関別認証評価で

指摘を受けた事項に係る進捗状況の確認、諮問委員会（外部評価委員会）から指摘を受けた事項に係る

進捗状況の報告、当該年度の自己点検・評価報告書の作成依頼を行っている。 

学部、研究科等に置かれる点検・評価委員会の自己点検・評価活動のうち、学部及び研究科において

は、同規程第９条の規定等に基づき、点検・評価活動を行い、毎年度「自己点検・評価報告書」を作成

するとともに、運営委員会において全学で共有している。本研究科についても、上記の全学の仕組みに

基づいて、自己点検・評価を行うこととする。加えて、研究科の質の向上や研究科に対する社会の負託

に応えるべく、外部の研究者や企業等の有識者に研究科の方向性や教育・研究活動らについて評価いた

だく外部評価委員会の設置を検討している。 

なお、大学機関別認証評価の評価結果、諮問委員会の記録（日英）については、大学 HP で公表して

いる（http://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/evaluation/）。 

 

⑫情報の公表 

◯教育研究活動等の状況に関する情報の公表についての内容（公表の方針や考え方を含む。）及び方法 

本学は、学校教育法施行規則第 172 条の２の規定に基づき、多様なステークホルダーに対し、以下の

とおり、大学の基本的情報を「教育情報」及び「経営・財務情報」に分け、透明度の高い情報公開に努

めている。 

◯教育情報（該当 HP のアドレスについては表参照） 

ア 大学の教育研究上の目的等に関する情報 

http://www.rikkyo.ac.jp/about/disclosure/ 

教育研究上の目的を、「立教大学学則」、「立教大学大学院学則」及び「立教大学専門職大学院学則」（以

下「学則等」という。）に明示しているとともに、HP 上で公開している。 

イ 教育研究上の基本組織に関する情報 
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http://www.rikkyo.ac.jp/about/introduction/organization/ 

学部、学科、専修、課程、研究科及び専攻等の名称等を HP で公開している。 

ウ 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関する情報 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/disclosure/qo9edr00000081kh-att/kyouin.pdf 

https://univdb.rikkyo.ac.jp/search?m=home&l=ja 

学部学科（専修）ごと、研究科（専攻）ごとの教員組織と教員数を HP で公開している。また、教員

が有する学位と業績については、「立教大学研究者情報」として HP で公開している。 

エ 入学者数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数

その他進学及び就職等の状況に関する情報 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/disclosure/qo9edr00000081kh-att/02_students.pdf 

http://www.rikkyo.ac.jp/about/disclosure/career/ 

入学者数、収容定員、在学者数、卒業者数及び修了者数を HP で公開している。また、進学者数、（企

業別）就職者数、その他進学及び就職等の状況については、「就職・進学状況」として HP で公開してい

るとともに、学部ごとに、決定者の多い上位 30 企業を併せて公開している。 

オ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関する情報 

https://ry.rikkyo.ac.jp/yoko/index.html 

https://sy.rikkyo.ac.jp/timetable/stop.do 

カリキュラムのしくみ、履修規定、履修登録等について記載された履修要項や教務関連案内について

は、冊子を学部生、大学院生に配布するとともに、HP で公開している。また、授業の目標、授業内容、

授業計画等については、「シラバス」として HP で公開している。 

カ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関する情報 

https://ry.rikkyo.ac.jp/yoko/index.html 

成績評価についての統一的基準及び卒業又は修了認定基準について、上記履修要項に明示している。 

キ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関する情報 

http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/ 

池袋及び新座の両キャンパスの紹介、図書館、学生食堂、診療所・保健室等の施設等については、「キ

ャンパス案内」として HP で公開している。 

ク 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関する情報 

http://www.rikkyo.ac.jp/admissions/fees/ 

http://www.rikkyo.ac.jp/admissions/brochure/ 

費用に関する情報については、学則等に規定するとともに、大学案内、大学院案内及び HP で公開し

ているほか、在学生の保証人へは別途郵送している。 

ケ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関する情報 

http://www.rikkyo.ac.jp/about/disclosure/career/ 

http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/ 

就職及び進路支援については「キャリアセンター」、奨学金支援については学生部、留学生支援につ

いては「国際センター」、学習支援については図書館、修学上及び人間関係等の相談については「学生

相談所」並びにしょうがい者支援（発達障害を含む。）については「しょうがい学生支援室」が実施し

ており、HP で支援情報を公開している。また、学生及び教職員向けに、学生支援関係の情報を網羅した

冊子を毎年度配布するとともに、これについても HP で閲覧可能にしている。 
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コ その他（認証評価の結果等） 

 http://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/evaluation/ 

 認証評価結果、外部評価結果等について、HP で公開している。 

◯経営・財務情報（https://www.rikkyogakuin.jp/disclosure/reports.html） 

・事業計画書・報告書 

事業計画書及び事業報告書については、法人本部、大学、中学校、高等学校及び小学校を包含して法

人 HP で公開している。 

・財務情報 

事業活動収支計算書、資金収支計算書、活動区分資金収支計算書及び貸借対照表については、HP で公

開しているほか、保護者向けに年４回郵送している雑誌「立教」にも各年度の予算及び決算を掲載して

いる。 

 

⑬教育内容等の改善のための組織的な研修等 

◯授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究の実施に関する計画 

（大学全体） 

本学では、「立教大学ファカルティ・ディベロップメントに関する規程（以下「FD 規程」という。）」

を策定し、これに基づき FD 活動を行っている。また、毎年度、各学部及び研究科等は、教育改革推進

会議推進責任者（2020 年度は統括副総長）からの依頼に基づいて「FD 展開状況報告書」を作成すると

ともに、FD 規程第６条の規定に基づき、同会議に報告している。 

 また、各学部及び各研究科における「自己点検・評価委員会」において、教育成果に係る定期的な検

証を行っており、それらの検証結果を「自己点検・評価報告書」としてとりまとめ、「自己点検・評価

運営委員会」において、全学で共有している。 

・大学教育開発・支援センターが行う「学生による授業評価アンケート」等 

 「大学教育開発・支援センター」が「学生による授業評価アンケート」を、毎年度全学部を対象に実

施している。2010 年度より３年に１度「１教員１科目実施」とし、他の年度は「各学部の方針による実

施」と方針を定めて行っている。同センターが結果を集計して得られたデータは、個々の教員にとって

の授業改善のデータとしてだけではなく、集計結果及びデータを学部に提供することにより、教員同士

の相互研修、カリキュラムの有効性測定、教育力向上等のための必要な方策として活用されているとと

もに、当該アンケートに係る実施概要、学部等の総評をまとめたものを「報告書」として大学 HP に掲

載している。 

 また、2006 年度から総長直下に設置

されていた「教育調査の検討グループ」

による調査活動については、2012 年度

より、同センター教学 IR 部会に引き継

がれ、表のような調査及び分析結果を

学内の全学的な委員会（「教育改革推進会議」、「入試委員会」等）に報告している。 

 さらに、2011 年度より上記の調査を学生番号記入方式に変更することで、個々の学生の実態を把握し

た上で他のデータと突合させることが可能となり、その調査結果を順次学内に報告している。例えば、

2011 年度入学者に関して、複数の調査データを突合し、「学位授与の方針」の達成状況を追跡する等の

分析を行い、その結果を随時全学で共有した。 

① 入学時アンケート（2010～2012年度）

② ２年次生学習・学生生活アンケート（2012年度）

③ 卒業時アンケート（2007年度以降毎年度

④ 英語プレイスメントテスト分析（2005年度以降毎年度）

⑤ 成績追跡調査（2006年度以降毎年度）

⑥ 併願校調査

学修状況調査
（2015年度及び2016年度入学者に対して、卒業までに５回実施予定）

⑦
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 これらの調査結果は、「教育改革推進会議」に報告され、教育力向上に向けた大学全体の施策検討の

ためのデータとして活用されると同時に、各学部及び事務部局における今後の施策策定の基礎データと

しても活用されている。その他全学的には当該調査結果を活用しつつ、カリキュラム改革の議論が進み、

2016 年度からは、「学位授与の方針」の達成を意識した「RIKKYO Learning Style」（学士課程統合カリ

キュラム）を開始した。 

（人工知能科学研究科） 

多様な学問的バックグラウンドを持つ学生を受入れて、人工知能及びデータサイエンスの教育を行う

ため、非専門家の視点からの授業内容の確認が重要となる。講義内容や演習内容を教員の間で共有し、

専門分野外の授業についても、わかりやすさや明快さなどを確認する。 

また、学部の授業に対して実施されている授業評価アンケートによる学生からのフィードバックと同

様の仕組みを導入し、受講生の意見を適切に反映することを行う。 

人工知能分野は日進月歩の極めて進展の早い分野であり、授業内容を継続的に見直し、改訂する必要

がある。そのような意識を教員間で共有し、授業内容の改善に取り組む。 

人工知能研究の研究と社会実装の両面において、データプライバシーの問題をはじめとする倫理問題

に直面することが想定される。また、企業における研究開発倫理と、大学におけるそれとは、異なる側

面があり、産学の緊密な連携をはかる本研究科では注意すべきポイントとなる。こうした問題に対処す

るため、研究科内に倫理や法的問題をディスカッションするためのワーキンググループを設置する。 

◯職員に必要な知識・技能の習得並びに必要な能力及び資質を向上させる研修等 

本学では、「大学教育開発・支援センター」、人事課等が、教育改善に必要な知識及び技能を習得させ、

その能力及び資質を向上させる等の目的で、シンポジウム及び研修を開催している。特に、「大学教育

開発・支援センター」が開催しているシンポジウムでは、参加対象を全教職員（事務職員を含む。）と

しており、著名な研究者を招聘してその時々の高等教育に係る課題を扱うとともに、毎回小冊子（「大

学教育開発研究シリーズ」）を刊行している。 

また、大学設置基準等の一部を改正する省令（平成 28 年文部科学省令第 18 号）が 2017 年４月１日

から施行され、「大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員に必要な知識及

び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修の機会」を設けること等が求めら

れることを踏まえ、2016 年 7 月に「立教大学における SD の実施方針・計画」を制定した。これは、法

人として既に定めている「職員の育成方針」を踏まえ、大学版としてまとめ直したものである。 

上記「立教大学における SD の実施方針・計画」の「SD の実施計画」では、本学が行う研修を、①人

事部が行う研修、②各組織が行う研修及び③職員各自が行う研修の３つに大別した。このうち、①につ

いては従前より法人人事部が毎年実施しており、内定者研修、新入職員研修、４級職研修等の「資格等

級別研修」（昇格要件となる研修）、管理職研修等の「職位別研修」、職員海外語学研修等の「目的別研

修」の３つに分けられる。また、2014 年度からは「資格等級別研修」に「短期海外視察研修」を新たに

追加した。当該研修は、学内における事前学習（学校実務英語）、国内留学プログラム（国際大学での

合宿型研修）、海外大学視察、事後研修等を行うものであり、2014 年度は米国、2015 年度は英国、2017

年度及び 2018 年度は米国を視察先とした（2016 年度及び 2019 年度は最少催行人数に達しなかったため

未実施。また 2020 年度は新型コロナウイルス感染拡大により中止）。 

②については、各組織の業務に即した職遂行能力及び職務姿勢を習得するために実施するものであり、

組織別の集合研修、学内外へのプログラム・講習会等への参加等から構成される。 

③については、業務に関連した知識・技能習得を目的に実施するものであり、承認された各種研修の
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参加費用補助や自主勉強会・研修会の実施費用補助が活用できる。補助対象は、各種講習会補助、外国

語講習会補助、自主勉協会・研修会補助及び TOEIC 受験料補助の４種類である。 

なお、2016 年度からは、部署横断的なメンバーにより構成された自発的なプロジェクトチームが、業

務改善・業務改革に繋がる問題を解決することを自発的に学ぶ（Rikkyo Cross-functional Active 

Project（R-CAP））を開始した。現在は、「改善活動見える化＆共有プロジェクト」「多様なセクシュア

リティへの理解と環境整備について考える会」の２つのプロジェクトが動いている。 
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○資料１ 日本経済団体連合会「Society5.0—ともに創造する未来」2018 年） 

 

 

１ 書類等の題名 

「設置の趣旨等を記載した書類」資料１ 

  

２ 出典 

一般社団法人日本経済団体連合会 

 

３ 引用範囲 

 Society 5.0 －ともに創造する未来－ 

 https://www.keidanren.or.jp/policy/society5.0.html 

 

４ その他の説明 

 「創造社会」という表現を使用している例として、上記資料を引用した。 

 

https://www.keidanren.or.jp/policy/society5.0.html


授業科目の名称 配当年次 単位数 科目の学修成果

①機械学習
や統計学と
いった人工
知能分野に
共通する基
盤知識につ
いての深い
理解

②高度な研
究活動に必
要な課題設
定能力およ
び仮説検証
能力

③人工知能
やデータサイ
エンスの技
術を社会の
様々な課題
に応用し、高
い倫理観と
法知識をもっ
て人工知能
の社会実装
を推進する
総合的能力

④人工知能
やデータサイ
エンスの社
会実装にお
ける諸問題
を適切に解
決できる能力

⑤国際的に
研究活動を
展開できる能
力

人工知能科学特別研究１ 1前 3

先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解
決能力やプレゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。
共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニ
ケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。

○ ○

人工知能科学特別研究２ 1後 3

先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解
決能力やプレゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。
共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニ
ケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。

○ ○

人工知能科学特別研究３ 2前 3

先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解
決能力やプレゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。
共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニ
ケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。

○ ○

人工知能科学特別研究４ 2後 3

先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解
決能力やプレゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。
共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニ
ケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。

○ ○

人工知能科学特別研究５ 3前 3

先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解
決能力やプレゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。
共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニ
ケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。

○ ○

人工知能科学特別研究６ 3後 3

先端的な専門知識や高度な情報収集力の獲得、研究の構想力、そして問題解
決能力やプレゼンテーション能力など総合的な研究遂行力を身につける。
共同研究を通して研究を推進する研究テーマの場合は、研究者間でのコミュニ
ケーションスキルなど共同研究を円滑に担当できる能力を涵養する。

○ ○

人工知能科学先端演習 1･2後 2
多様な研究領域に接することを通して自らの研究を複眼的な視点で捉え直しつ
つ課題解決にあたる能力の獲得する。

○ ○

人工知能科学特別講義 1･2･3前 2
多様なものの見方・考え方に触れることで自身の専門領域を広い視点から多角
的に捉え直し、専門知識の理解度を深め、学際的思考力を養う。

○ ○

人工知能科学特別講究１ 1･2･3前 2
国内外の学会発表に向けて、日本語・英語による発表および質疑応答を行い、
専門分野・関心領域が必ずしも一致しない聴衆に対しても説得力を持つ発表を
行えることを目指す。

○

人工知能科学特別講究２ 1･2･3後 2
国内外の学会発表に向けて、日本語・英語による発表および質疑応答を行い、
専門分野・関心領域が必ずしも一致しない聴衆に対しても説得力を持つ発表を
行えることを目指す。

○

社会情報科学概論(D) 1･2･3後 2
時系列解析や有意性検定の統計手法、社会・経済物理学の概念や解析手法、
機械学習やテキスト解析の社会・経済ビッグデータへの適用法を修得する。

○ ○ ○

計算機科学概論(D) 1･2･3前 2
計算機の性質を正しく理解し、効率的な実装やデータ処理を行うことができる力
を養う。

○

統計モデリング１(D) 1･2･3後 2 不確実性を伴う現象を表現するために、確率・統計の考え方を身につける。 ○

統計モデリング２(D) 1･2･3前 2
統計モデリング１で学習した基礎事項やベイズ的モデリングを基礎として、理想
的でないデータを適切に扱う力を涵養する

○

複雑ネットワーク科学(D) 1･2･3前 2
タンパク質間の相互作用、化学反応ネットワークといった物質の世界、そして、交
通網、企業間の取引関係といった現実世界に存在する様々なネットワークを分
析する上で必要となる複雑ネットワーク科学の概念を修得する。

○

自然言語処理特論(D) 1･2･3後 2 テキストデータに対する機械学習を中心に据えて自然言語処理を学習する。 ○

脳神経科学特論(D) 1･2･3後 2
人工ニューラルネットワーク研究の基礎をなす教養として、そして新しい機械学
習アルゴリズムのアイディアの源泉として、オムニバス形式で神経科学のさまざ
まな話題について学ぶ。

○

量子情報特論(D) 1･2･3後 2 量子情報に関する幅広い知識を身につけることを目指す。 ○

深層学習演習１(D) 1･2･3後 2
深層学習が実際にはどのように動作し、いかなる具体的場面で活用できるのか
についての感覚を身につける。

○ ○

深層学習演習２(D) 1･2･3後 2
深層学習理論で学んだ内容を実装して使いこなし、アルゴリズム開発の基礎を
身につける。

○ ○

人工知能科学特別演習(D) 1･2･3後 2
講義とPythonを用いた演習を通して、人工知能やデータサイエンスを実問題に
応用する上で重要なトピックを学ぶ。

○ ○

データサイエンス実習(D) 1･2･3前 2
受講生自身がプログラミングを行うことで、計算機上でデータをどのように処理
し、分析手法をどのように実装するかを学ぶ。

○ ○

　④人工知能やデータサイエンスの社会実装における諸問題を適切に解決できる能力

　⑤国際的に研究活動を展開できる能力

学位授与方針
人工知能科学研究科を修了する者が身に付けるべき知識、能力等を下記のとおり定める。
本課程に３年（６学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究指導を受けた上、博士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格した者は、これらの知識、能力等を身に付けていると認め、博士
の学位（博士（人工知能科学））を授与する。ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げた者については、博士課程後期課程に１年（２学期）以上在学すれば足りるものとする。

　①機械学習や統計学といった人工知能分野に共通する基盤知識についての深い理解

　②高度な研究活動に必要な課題設定能力および仮説検証能力

　③人工知能やデータサイエンスの技術を社会の様々な課題に応用し、高い倫理観と法知識をもって人工知能の社会実装を推進する総合的能力



人工知能科学研究科 博士課程後期課程 履修モデル

養成する人材像

自然科学の研究に新展開をもたらす人
材

人工知能科学
特別研究1～6

人工知能科学
先端演習

人工知能科学
特別講義

人工知能科学
特別講究1・2

脳神経科学特論 量子情報特論 深層学習演習2 統計モデリング2

ビッグデータの高度な分析が可能な人材
人工知能科学
特別研究1～6

人工知能科学
先端演習

人工知能科学
特別講義

人工知能科学
特別講究1・2

統計モデリング2 複雑ネットワーク科学 自然言語処理特論 データサイエンス実習

機械学習の数理モデルを深く理解し、AI
分野における研究開発競争の中で先頭
に立ちうる人材

人工知能科学
特別研究1～6

人工知能科学
先端演習

人工知能科学
特別講義

人工知能科学
特別講究1・2

深層学習演習2 人工知能科学特別演習 統計モデリング2

AI技術と社会をつなぎ、様々な社会問題
の解決のために貢献できる人材

人工知能科学
特別研究1～6

人工知能科学
先端演習

人工知能科学
特別講義

人工知能科学
特別講究1・2

先端科学技術の倫理 データサイエンス実習

リサーチワーク科目（研究指導科目） コースワーク科目



４月上旬 入学・ガイダンス・研究倫理教育

４月上旬 正指導教員の決定
入学試験の際に希望した主たる研究
分野ごとに担当教員と協議し、指導教
員を決定する。

４月上旬 副指導教員の決定
テーマ設定を踏まえ、関連分野の教
員１名を副指導教員として決定する。

秋学期

４月上旬 在学生ガイダンス・研究倫理教育

秋学期

４月上旬 在学生ガイダンス・研究倫理教育

春学期

10月末 予備審査用論文の提出
予備審査委員会による論文アドバイ
ス

11月末 学位論文申請

12月中旬 最終試験 審査委員会による審査及び最終試験

１月上旬 公聴会

３月上旬 大学院委員会にて学位授与の可否の決定

３月下旬 大学院学位授与式 博士（人工知能科学）授与

研究指導基本スケジュール

指導教員、副指導教員を含めて、設定テーマの先行研究の調査、研究計画の立案、報告

指導教員、副指導教員を含めて、研究進捗状況と研究計画の改版、報告
査読付き国際誌に投稿する原著論文の投稿準備、国内外の学会での研究発表

指導教員、副指導教員を含めて、研究進捗状況と論文執筆計画、報告
査読付き国際誌に投稿する原著論文の投稿準備、国内外の学会での研究発表

１年次

２年次

３年次



制　定　者　総長

所管責任者　

規程等種別　擬制規程

決　議　日　

改正施行日　

31　立教大学研究活動行動規範

施行　　2010年12月16日

改正　　2011年 4月 1日

（前文）

立教大学（以下「本学」という。）は，建学の精神に基づき，研究者の自由な研究と自治を保証する一方，学術研

究に対する社会からの信頼と負託に応える使命を持つ。本学は，日本学術会議声明「科学者の行動規範」（平成18年

10月３日）に準拠し，本学において研究活動を行う全ての者（以下「研究者」という。）及びこれを支援する全ての

者が遵守すべき行動規範を定め，本学の学術研究が社会からの信頼と尊敬を得るべく，いかなる努力も惜しまないこ

とを宣言する。

（目的）

第 １ 条　この行動規範は，本学において研究者が，主体的かつ自律的に学術研究に取り組む際に求められる基本的

な事項を定めることにより，本学の学術研究の信頼性及び公正性の確保並びに研究者の適正かつ円滑な研究の遂行

を図ることを目的とする。

（研究者の責任）

第 ２ 条　研究者は，自ら生み出す専門知識や技術の質を担保する責任を有し，更に自らの専門知識，技術，経験を

活かして，人類の健康と福祉，社会の安全と安寧，そして地球環境の持続性に貢献するという責任を有する。

（研究者の行動）

第 ３ 条　研究者は，学術研究の自主性・自律性が社会からの信頼と負託の上に成り立つことを自覚し，常に正直，

誠実に判断し，行動する。また，学術研究によって生み出される知の正確さや正当性を，社会に示す最善の努力を

すると共に，研究者相互の評価に積極的に参加する。

（自己研鑽）

第 ４ 条　研究者は，自らの専門知識，能力及び技芸の維持向上に努めると共に，学術と社会・自然環境の関係を広

い視野から理解し，常に最善の判断と姿勢を示すように弛まず努力する。

（説明と公開）

第 ５ 条　研究者は，自らが携わる研究の意義と役割を公開して積極的に説明し，その研究が人間，社会，環境に及

ぼし得る影響や起こし得る変化を評価し，その結果を中立性・客観性をもって公表すると共に，社会との建設的な

対話を築くように努める。

２　前項について，知的財産権取得や他者の権利保護等，合理的な理由により，公表に制約がある場合は，この限り

でない。

（法令等の遵守）

第 ６ 条　研究者は，研究の実施等に当たっては，法令及び関係規則並びにこの行動規範及び本学の諸規程を遵守す

る。



（研究費の取扱い）

第 ７ 条　研究者は，研究費の使用に当たっては，法令及び本学の諸規程等を遵守し，これを適正に使用する。ま

た，研究費の源泉が，公的資金，財団や企業等からの助成金，共同研究費，寄附金，学生生徒等納付金等によって

賄われていることを常に留意し，研究費を最も効果的かつ効率的な方法で使用するように努める。

（公正性）

第 ８ 条　研究者は，自らの研究の立案，計画，申請，実施，発表等の過程において，この行動規範の趣旨に沿って

誠実に行動する。研究・調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為を

為さず，また加担しない。

２　研究成果の発表に当たっては，当該研究活動に実質的に関与し，研究内容・結果に責任を有する者のみを著者又

は発表者とする。

３　他者の不正行為に関する苦情及び相談を受けた場合又は不正行為に気付いた場合は，速やかに本学の諸規程等に

よって定められた手続きを行う。

４　研究者は，責任ある研究の実施と不正行為の防止を可能にする公正な環境の確立・維持も自らの重要な責務であ

ることを自覚し，研究者コミュニティ及び自らの所属組織の研究環境の質的向上に積極的に取り組む。また，これ

を達成するために社会の理解と協力が得られるよう努める。

（研究対象等の尊重）

第 ９ 条　研究者は，生命及び個人の尊厳を重んじ，基本的人権を尊重する。研究者が，人の行動，環境，心身等に

関する個人の情報，データ等の提供を受けて研究を行う場合には研究への協力者に対してその目的，収集方法，個

人情報の取扱い等について分かり易く説明し，協力者の同意を得る。また，実験動物等は，動物福祉に配慮し真摯

な態度でこれを扱う。

（個人情報の保護）

第１０条　研究者は，プライバシー保護の重要性に鑑み，研究のために収集した資料，情報，データ等で個人を特定

できるものは，これを他に漏らさない。ただし，本人の同意がある場合は，この限りでない。

（他者との関係）

第１１条　研究者は，他者の知的成果などの業績を正当に評価するとともに，自らの研究に対する批判には謙虚に耳

を傾け，誠実な態度で意見を交える。また，他者の名誉や知的財産権を尊重するとともに，職務上知り得た他者の

成果，知的財産権等に関して守秘義務を要するものは，これを遵守する。

（差別・ハラスメントの排除）

第１２条　研究者は，研究活動において起こりうるあらゆる形態の差別及びハラスメントを起こさない。また，立場

や権限を利用して，その指示・指導等を受ける者に研究への支援や協力を強いる等の不当な行為を行わない。

（環境・安全への配慮）

第１３条　研究者は，実験等に用いる施設，設備，装置，放射性同位元素，外来生物，遺伝子組換え生物，薬品等を

取り扱う場合には，法令及び関係規則並びに本学の諸規程等を遵守し，研究に従事する者，その他の本学構成員及

び学外者並びに生物及び環境に対し，いかなる危険を及ぼすこともないよう，その安全管理に万全を尽くす。ま

た，研究で用いた廃液，薬品，材料等は，法令を遵守の上，環境に害を与えないよう責任をもって処理する。

（利益相反の防止）

第１４条　研究者は，研究活動における社会連携活動を行うに当たり，利益相反行為を未然に防ぐ最大限の配慮及び

客観的に必要とされる合理的な努力をする。

（承認を受ける義務）



第１５条　研究者は，本学の諸規程において，研究の実施に先立って承認を受けるものとされている場合には，当該

諸規程等によって定められた手続きによって承認を受ける。

２　前項のほか，法令又は当該分野の学会の規程等において，研究の実施に先立って承認を受けるものとされている

場合には，当該法令又は規程等で定められた手続きによって承認を受ける。

（研究を支援する者の責務）

第１６条　本学において研究者の研究活動を支援するす全ての者は，この行動規範に反する行為を為さず，また，不

正行為の防止を行い，この行動規範に沿った研究活動の支援と研究環境の整備に努める。

（大学の責務）

第１７条　本学は，この行動規範の運用を実効あるものにするとともに，研究者の研究倫理意識を高揚するために，

必要な啓発，倫理教育の計画を策定し，実施する。

２　本学は，研究者の研究倫理に反する行為に対しては適切な措置を講じる。

３　本学は，研究に関して，不当又は不公正な扱いを受けた者からの相談，苦情等に対応する。

４　本学は，本学の研究活動における倫理上及び安全管理上整備すべき事項について，必要な措置を講じる。

５　本学は，研究者が研究活動を行う上で，遵守すべき行動規範について必要な制度等の整備及び改善を，継続して

実施する。

６　前５項の目的を達成するため，立教大学研究活動行動規範マネジメント委員会を設置する。

７　立教大学研究活動行動規範マネジメント委員会に関する事項は別に定める。

（事務）

第１８条　この行動規範に関する事務は，リサーチ・イニシアティブセンターが行う。

（改廃）

第１９条　この行動規範の改廃は，部長会の議を経て，総長が行う。

　

附　則

この行動規範は，2010年12月16日から施行する。

附　則

この行動規範は，2011年４月１日から施行する。



人工知能科学研究科人工知能科学専攻
（修士課程）

データサイエンス概論
機械学習
人工知能概論

深層学習
先端科学技術の倫理
統計モデリング１
複雑ネットワーク科学

基幹科目

情報科学概論
数理科学概論
社会情報科学概論
意思決定の科学

計算機科学概論
人工知能の哲学

基礎科目

AIビジネス特論A
AIビジネス特論B

自然言語処理特論
人工知能社会実装
認識技術特論
脳神経科学特論
統計モデリング２
量子情報特論
フィンテック特論

応用科目

Pythonプログラミング
機械学習演習
人工知能科学特別演習
深層学習演習１
深層学習演習２
社会モデリング演習
輪講１
輪講２
データサイエンス実習

演習・実習科目

プロジェクトチーム実習１
プロジェクトチーム実習２
特別研究１
特別研究２
特別研究３
修士論文指導演習

研究指導科目

人工知能科学研究科人工知能科学専攻
（博士課程後期課程）

人工知能科学特別研究１
人工知能科学特別研究２
人工知能科学特別研究３
人工知能科学特別研究４
人工知能科学特別研究５
人工知能科学特別研究６
人工知能科学先端演習

研究指導科目

養成する人材像

自然科学の研究に新展開を
もたらす人材

ビッグデータの高度な分析が
可能な人材

機械学習の数理モデルを深く理解
し、AI分野における研究開発競争
の中で先頭に立ちうる人材

AI技術と社会をつなぎ、様々な社
会問題の解決のために貢献でき
る人材

基礎となる修士課程との関係

社会情報科学概論(D)
複雑ネットワーク科学(D)
統計モデリング１(D)
統計モデリング２(D)

量子情報特論(D)

データ駆動型科学分野

深層学習演習１(D)
深層学習演習２(D)
自然言語処理特論(D)
脳神経科学特論(D)

人工知能分野

計算機科学概論(D)

データサイエンス実習(D)
人工知能科学特別演習(D)

応用人工知能・
データサイエンス分野

人工知能科学特別講義
人工知能科学特別講究１
人工知能科学特別講究２

共通科目



○資料７ 学校法人立教学院就業規則 

 

 

１ 書類等の題名 

「設置の趣旨等を記載した書類」資料７ 

  

２ 出典 

学校法人立教学院 

 

３ 引用範囲 

 本文中に学校法人立教学院就業規則第 20条を引用した。 

 

４ その他の説明 

 勤務員の定年を示す根拠資料として使用したが、本来、公表している規則ではないため、本文中に記

載した第 20条以外の部分については、非公表とする。 



5時限(17:10～18:50) 6時限(18:55～20:35)

曜日 期間 学科目 学科目

計算機科学概論 統計モデリング２

深層学習演習2

統計モデリング１

脳神経科学特論

人工知能科学特別講義

人工知能科学特別講究1

人工知能科学特別講究2

複雑ネットワーク科学

社会情報科学概論

量子情報特論

2時限(10:45～12:25) 3時限(13:25～15:05) 4時限(15:20～17:00)

曜日 期間 学科目 学科目 学科目

データサイエンス実習

自然言語処理特論

学科目

人工知能科学特別研究1

人工知能科学特別研究3

人工知能科学特別研究5

人工知能科学特別研究2

人工知能科学特別研究4

人工知能科学特別研究6

人工知能科学先端演習

人工知能科学特別演習

時限

2022年度　人工知能科学研究科
博士課程後期課程　時間割

月

春学期

秋学期

火

春学期

秋学期

金

春学期

秋学期

水

春学期

秋学期

木

春学期

秋学期

秋学期集中科目

土

春学期

秋学期

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

隔週開講

時限

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

研究指導科目。指導日時は教員と学生で相談して決定する。

日時

深層学習演習１

春学期集中科目



◯本研究科の施設（11号館） 

（１）全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）フレキシブルエリア、リラックスエリア、集中テーブルエリア及び院生共同研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◯本研究科の施設（16号館） 

（１）１階 

 

 

（２）２階 

 

 

（３）３階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○資料１０ 11号館及び 16号館の平面図 

 

 

１ 書類等の題名 

 「設置の趣旨等を記載した書類」資料１０ 

 

２ 出典 

 学校法人立教学院 

 

３ 引用範囲 

 11号館及び 16号館の平面図を引用した。 

 

４  その他の説明 

 大学の校舎内等の図面であるため、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引」に従い、安全上の

観点から非公表とする。 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

   本研究科の博士課程後期課程の入学定員は 8 名及び収容定員は 24 名である。入学定員を設定

するにあたっては、主に、人材養成像に沿った教育研究を可能とする教員配置に適した規模（①）

を踏まえたところである。 

なお、本研究科に対する興味関心、進学意向等を調査するため、本研究科修士課程の在学生に

対してアンケート調査（②）を行い、当該結果をも踏まえた入学定員としている。 

（①について） 

本研究科の博士課程では、「設置の趣旨等を記載した書類」及び（２）①に記載のとおり、以下

の人材を養成する。 

・AI 駆動型科学（AI 技術によって革新される科学研究）を推進し、自然科学分野の研究に新展

開をもたらすことができる人材 

・情報科学、統計学、計算機科学、数理モデルの高度な知識を駆使してビッグデータの高度な分

析が可能な人材を養成し、高度化、複雑化する科学データを用いて領域横断的なデータ解析を

展開できる研究者 

・より基礎的な研究として、先端的な AI 研究開発を主導できる人材。 

・機械学習の数理モデルを深く理解し、高度な情報科学や統計学の知識を持ち、AI分野における

熾烈な研究開発競争のなかで先頭に立ちうる研究者・開発者 

・数理・技術面の能力にとどまらず、 倫理、哲学、社会についても深い思索の力を有する人材 

・データサイエンス・人工知能分野の「知の体系」を修得した上で、社会に対する広い視野を持

ち、AI技術と社会をつなぐ役割を果たして、様々な社会問題の解決のために貢献できる人材 

上記の人材養成を行うため、関連する分野の研究者及び関連する産業界において第一線で活躍

している教員を配置しているところであるが、想定している人材の養成に必要な当該教員の人数

を踏まえて定員を設定した。 

（②について） 

本研究科に対する受容性を把握するため、本研究科修士課程の第 1 期生（2020 年 4 月入学者）

にアンケート調査を行ったところ（資料１）、「ぜひ進学したい」及び「進学したい」と回答した

者が 15名であった。設定した入学定員（8名）を上回っていることから、入学定員を充足する見

込みがあるといえる。また、「進学を検討するかもしれない」と回答した者は 11名で、進学希望

がさらに増える可能性もある。本研究科の修士課程は過去 2年、安定して志願者・入学者を集め

ているため、内部進学者だけでも入学定員を充足できる状況が見込まれる。 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

本研究科の課程変更にあたり、2020 年 12 月 19 日（土）～2021 年 1 月 6 日（水）にかけて、

本研究科修士課程の第 1期生（2020年 4月入学）75名を対象にアンケート調査を行った。 

調査の際は、理念、育成する人材、設置時期、設置場所、定員、開講形式、学費、を明記した

資料を提示した上で、回答を得る形式を採用した。 
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調査項目については、「博士課程後期課程への進学希望の有無」、「進学を希望する場合の理由」

を設定し、特に、「博士課程後期課程への進学希望の有無」では、進学の意思を明確に確認できる

ようにするため、進学希望「有」の回答者に対しては、「ぜひ進学したい」及び「進学したい」、

「進学を検討するかもしれない」の３つの選択肢を用意した。 

調査の結果、期限までに寄せられた回答は 57 件（回収率 76%）であり、そのうち、「ぜひ進学

したい」及び「進学したい」と回答したのは 15名であった。また、「進学を検討するかもしれな

い」と回答した者は 11名であった。進学が見込まれる者の合計は 26名であり、入学定員の 8名

を大きく上回っている。 

さらに、「進学を希望する場合の理由」を問う設問（複数回答可）では、「ぜひ進学したい」及

び「進学したい」と回答した 15名のうち、「博士号を得て人工知能科学の専門家として活動の幅

を広げるため」という回答が最も多く 8名に上った（「進学を検討するかもしれない」と回答した

11 名のうち 8 名が同様の回答をしている）。人工知能科学の専門家を目指したいというニーズの

受け皿として、日本で唯一「人工知能」を研究科名に冠した本研究科を選ぶ層が一定数存在する

といえる。 

また、「教員ラインナップ」及び「研究分野のラインナップ」、「修士課程で取り組んだテーマを

継続して研究するため」がそれぞれ 6件の回答があり（上記 3つの回答のいずれか又は全てを回

答した学生は 9名）となっている。「進学を検討するかもしれない」と回答した 11名については、

全員が上記 3つのうち、いずれかを回答しており、修士課程との連結によるシナジー効果や継続

性に魅力を感じる学生が多いといえる。本研究科の修士課程の入学試験（秋季入試一般区分、秋

季入試社会人区分、自己推薦入試、指定企業推薦入学）の志願者数は、2020 年度入試では 167名

に上り、2021年度入試も 113名となっている。実質倍率は 2倍程度となっており、今後も修士課

程では入学定員を充足することが見込まれる。 

さらに、修士課程の入学者のうち社会人学生（2020年度入学者 75名のうち 60名）のバックグ

ラウンドは幅広く、IT業界のみならず、広告・通信・マスコミや金融・保険といった業界や、官

公庁・学校・医療機関といった公共性の高い業界から集まっている。そのため、仮に景気等の状

況により特定の業界からの志願者が減ったとしても、他の業界からの志願者には大きな落ち込み

がないと思われる。 

以上のことから、今後も修士課程の志願者数を安定して集めることができる見込みであり、そ

れに伴って一定数の内部進学者数を確保できると考えられる。 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

本研究科の博士課程後期課程の学生納付金は、授業料 1,043,000円である（これに加えて初年

度のみ入学金 225,000 円）。授業料は、国立大学の 520,800 円、都内私立大学の 907,000 円（早

稲田大学大学院基幹理工学研究科情報理工・情報通信専攻第（2年度以降、2021年度））等と比較

すると高価であるが、想定している人材養成を行うため関連分野における研究者及び産業界にお

いて第一線で活躍している教員を配置する必要があること、ハイレベルな計算機実験を行う学生

の増加が見込まれることから高性能 GPUサーバーの増設を行う必要があること、研究内容のレベ

ルアップに伴い高額なオンラインデータベースの契約が必要になること等から妥当な金額であ

ると判断した。なお、本学で社会人教育を行っているビジネスデザイン研究科及び 21 世紀社会

デザイン研究科の博士課程後期課程も同額の授業料である。 
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②学生確保に向けた具体的な取組状況 

本研究科ではシンポジウムや講演会、学内者向けのセミナーなどを開催し、研究成果の発信を行

っている。 

2020 年 6 月 4 日には情報処理学会電子知的財産・社会基盤研究会（IPSJ-EIP）、電気情報通信学

会技術及び社会・倫理研究会（SITE）との共催でシンポジウム「AIと倫理」を開催し、人工知能科

学に関わる諸問題について議論し、発信した（資料２・３）。AI と倫理に関わる第一線の論者を招

いてディスカッションを行ったが、本研究科の村上祐子教授もパネリストの一人としてディスカッ

ションに加わった。当該シンポジウムは 65 名の参加者を数えたが、参加者から本研究科進学につ

いての問い合わせも受けており、学生確保に資する本研究科の魅力を発信することができた。 

また、学内者向けには、「知の共有セミナー」（2020年 9月 4日・12月 11日に開催／資料４・５）

「人工知能科学研究科コロキウム」（2020 年 8 月 28 日・9 月 17 日に開催／資料６・７）といった

シリーズセミナーを主催し、研究成果の発信や外部の専門家を招聘してのセミナーを行い、本研究

科の活動に興味を持ってもらい、進学先として検討してもらう機会を提供した。また、外部団体の

セミナーへの講師派遣も行っている。2020 年 10 月 5 日開催の一般社団法人プロジェクトマネジメ

ント学会の「人工知能活用セミナー」に講師を派遣し、積極的な啓蒙活動も行った（資料８）。当該

セミナーは、90 名の定員のところ、広報直後に満席となり、当日は 69 名の参加を数えた。参加者

の大部分は一般社団法人プロジェクトマネジメント学会に所属するプロジェクトマネジメント・プ

ロフェッショナル（PMP）資格の保有者であり、AI のプロジェクトへの活用に取り組んでいる。同

学会のメンバーも一期生として入学している。本研究科からは村上祐子教授が登壇し、「AI 倫理の

動向」について講演を行った。 

さらに、三宅陽一郎教授は精力的に外部団体のシンポジウム・セミナーへの登壇を行っており、

2020年度は、SHIBUYA QWSイノベーション協議会主催のバーチャルヒューマンワークショップ「ニ

ューノーマルで加速する次世代インターフェース “バーチャルヒューマン”は、どう実現される

か？」（2020年 9月 24日開催・資料９）、Tokyo Developers Study Weekend及び FabCafeTokyo主

催イベント「UNREAL IN REAL～感覚とテクノロジーは融和する～」（2020年 10月 14日開催・資料

10）、ソーシャルデザインをテーマにした都市フェス「SOCIALINNOVATION WORLD SHIBUYA 2020」に

おける対談「 Society X : 分断から包摂へ～ AI とつくる新しい社会～」（2020年 11月 10日開

催・資料 11）、森美術館・森記念財団都市戦略研究所・アカデミーヒルズ主催の国際会議 INNOVATIVE 

CITY FORUM における招待講演「多理解世界を生きる～わかる：認識」（2020 年 11 月 17 日・資料

12）、Blockchain EXE（ブロックチェーンにのエンジニア及びブロックチェーンの技術に興味を持

つ人達のコミュニティ）主催のイベント「ブロックチェーンが切り開くゲームの可能性とは？オン

ラインゲーム・スマホゲームに続く大革命を予測」（2020 年 11 月 25 日開催・資料 13）、人工知能

学会 言語・音声理解と対話処理研究会主催の「第 11回対話システムシンポジウム」における基調

講演「デジタルゲームにおける対話技術」（2020 年 12 月 1 日開催・資料 14）及び東京工業大学科

学技術創成研究院が主催するオンラインカンファレンス「利他学会議」（2021 年 3 月 13 日・14 日

開催・資料 15）に登壇し、大学主催のアカデミックなイベントだけでなく、オンラインコミュニテ

ィ主催のイベントでも啓蒙活動を行っている。 
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（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本研究科は、AI駆動型科学（AI技術によって革新される科学研究）を推進し、自然科学の研究に

新展開をもたらすことができる人材を輩出する。情報科学、統計学、計算機科学、数理モデルの高

度な知識を駆使してビッグデータの高度な分析が可能な人材を養成し、高度化、複雑化する科学デ

ータを用いて領域横断的なデータ解析を展開できる研究者の養成を行う。 

このような AI駆動型科学・データ駆動型科学の領域だけでなく、より基礎的な領域として、先端

的な AI 研究開発を主導できる人材を養成する。機械学習の数理モデルを深く理解し、高度な情報

科学や統計学の知識を持ち、AI分野における熾烈な研究開発競争のなかで先頭に立ちうる研究者・

開発者を養成する。また、AI技術は社会的インパクトが大きくなりえるため、数理・技術面の能力

にとどまらず、 倫理、哲学、社会についても深い思索の力を有する人材であることが重要である。

AIの利活用においても最終的には人間が主体となって価値を創造していくという観点から、狭い専

門性の世界に閉じない人材を養成する。 

   自然科学にとどまらず、人文社会科学の分野においても、人工知能技術の応用により研究に新展

開をもたらすことができる人材を輩出することを目指す。 

   人材養成のもう一つの目標は、人工知能・データサイエンス分野の「知の体系」を修得した上で、

社会に対する広い視野を持ち、AI技術と社会をつなぐ役割を果たして、様々な社会問題の解決のた

めに貢献できる人材を養成することである。特に AI 技術の社会実装を指導的な立場で推進するこ

とができる高度専門職業人や AI 技術をビジネスに結びつけ、AI やビッグデータを活用した価値創

造ができる人材を養成する。 

本研究科は、知の創造、価値の創造をリードできる「知のプロフェッショナル」の養成を目指し

ており、新型の研究者養成と高度の専門的職業人の養成を並行させて取り組むことになる。いずれ

も、特定の専門領域に閉じずに高度な知を操り、課題を発見し、仮説をたてて、それを実証する能

力が重要である。 

本研究科博士課程を修了した学生は、人工知能・データサイエンス分野のフロンティアを開拓で

きる人材となり、様々な分野において、データサイエンティストやプロジェクトマネージャー等と

して日本及び世界で活躍することが見込まれる。 

②上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿〜社会を先導する人材の育成に向けた体質改善の

方策〜」（中央教育審議会大学分科会 2019 年 1 月）で提言されているように、Society5.0 あるい

は「創造社会」（日本経済団体連合会「Society5.0—ともに創造する未来」2018 年／概要版 P８）（資

料 16）においては、大学院の大きな役割として、知の創造、価値の創造をリードする「知のプロフ

ェッショナル」を育成することが期待されている。 

また、総合科学技術・イノベーション会議では、「2020年に約５万人の先端 IT人材不足解消を前

提とすると、現状の育成規模に追加して１年に約２～３万人の育成が急務」（2018 年 4 月 5 日（第

38回）資料 1-4 P２）としているほか、「AI戦略 2019（2019年 6月 11日）」では、戦略目標１とし

て「我が国が、人口比ベースで、世界で最も AI時代に対応した人材の育成を行い、世界から人材を

呼び込む国となること。さらに、それを持続的に実現するための仕組みが構築されること」とし、

合わせて「最先端の AI 研究を行う人材」、「AI を産業に応用する人材」、「中小の事業所で応用を実

現する人材」、「AIを利用して新たなビジネスやクリエーションを行う人材」等の「層の厚い人材が
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必要」としている。 

さらに、未来投資戦略 2018及び統合イノベーション戦略（両者とも 2018年 6月 15日閣議決定）

で「大学等における AI人材供給の拡大」及び「特に取組を強化すべき主要分野」として「AI技術」

を有した人材の育成の必要性が言及されているほか、「統合イノベーション戦略 2020（2020年 7月

17日）では、「第５章 戦略的に取り組むべき基盤技術」の「（１）AI技術」において、「データサ

イエンス・AIを理解し、各専門分野で応用できる人材を育成（約 25万人／年）」、「データサイエン

ス・AIを駆使してイノベーションを創出し、世界で活躍できるレベルの人材の発掘・育成（約 2,000

人／年、そのうちトップクラス約 100 人／年）、「数理・データサイエンス・AI を育むリカレント教

育を多くの社会人（約 100 万人／年）」という目標を掲げている。 

加えて、一般社団法人日本経済団体連合会は、「今後のわが国の大学改革のあり方に関する提言」

（2018 年 6 月 19 日）（資料 17）P３において、AI、ビッグデータ、ゲノム等の新しい科学技術を、

人文社会科学系の知識・専門性（法律、経営、倫理哲学等）を活用して社会実装することが Society5.0

に繋がるとしているほか、「AI 活用戦略～AI-Ready な社会の実現に向けて～」（2019 年 2 月 19 日）

を公表し、「Society 5.0実現の中核技術が AI」（概要版 P２）（資料 18）としている。 

以上のことから、本研究科の教育研究はこれらの社会のニーズを捉えたものであり、本研究科が

輩出する人材に対しては、社会からの需要が十分に期待されるものであるといえる。 
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博士課程後期課程の受容性アンケート 集計結果 

 

調査対象：人工知能科学研究科人工知能科学専攻修士課程在学生（2020年 4月入学）75名 

 

調査方法：Googleフォームを用いた調査 

 

調査期間：2020年 12月 19日～2021年 1月 18日 

 

回 収 数：57名 

 

回答者プロフィール 

１）入試区分 

  秋季入試（一般区分） 11名（全体の 19％） 

  秋季入試（社会人区分）37名（全体の 65％） 

  指定企業推薦入学・自己推薦入試 

9名（全体の 16％） 

   

 

２）年齢区分 

 20代  17名（全体の 30％） 

 30代  21名（全体の 37％） 

 40代  15名（全体の 26％） 

 50代   4名（全体の 7％） 

※2021年 3月 31日時点の年齢で集計 

   

 

 

 



 ３）文理比 

  文系 29名（全体の 51％） 

  理系 28名（全体の 49％） 

  ※大学卒業時の学部で分類 

   

 

４）男女比 

 男性  50名（全体の 88％） 

 女性   7名（全体の 12％） 

   

 

アンケート項目 

１．進学意向 

「ぜひ進学したい」           9名（全体の 16％） 

「進学したい」             6名（全体の 11％） 

「進学を検討するかもしれない」    11名（全体の 19％） 

「おそらく進学を希望しない予定である」17名（全体の 30％） 

「進学を希望しない予定である」    14名（全体の 25％） 

 
※割合を四捨五入表示しており、数値の合計が 100% にならない場合がある 



 

 

 

 

 

 

 

■進学意向
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全体 57 9 6 11 17 14

100% 16% 11% 19% 30% 25%

入試区分 一般 11 1 1 3 3 3

100% 9% 9% 27% 27% 27%

社会人 37 6 5 7 11 8

100% 16% 14% 19% 30% 22%

推薦 9 2 0 1 3 3

100% 22% 0% 11% 33% 33%

年齢区分 20代 17 2 2 3 5 5

100% 12% 12% 18% 29% 29%

30代 21 6 1 4 4 6

100% 29% 5% 19% 19% 29%

40代 15 1 2 3 7 2

100% 7% 13% 20% 47% 13%

50代 4 0 1 1 1 1

100% 0% 25% 25% 25% 25%

性別 男性 50 8 5 11 13 13

100% 16% 10% 22% 26% 26%

女性 7 1 1 0 4 1

100% 14% 14% 0% 57% 14%

文理別 文系 29 3 3 6 6 11

100% 10% 10% 21% 21% 38%

理系 28 6 3 5 11 3

100% 21% 11% 18% 39% 11%

※割合を四捨五入表示しており、数値の合計が 100% にならない場合がある
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ⅰ）入試区分別の回答状況 

   

 

 

ⅱ）年代別の回答状況 

 

 

 

 

２．進学理由（「ぜひ進学したい」「進学したい」「進学を検討するかもしれない」を回答し

た者のみ回答。複数回答可） 

「教員ラインナップ」                   13件 

「研究分野のラインナップ」                11件 

「カリキュラム」                     5件 

「修了時に修得できる知識・技能」             10件 

「昼夜開講形式」                     7件 

「修士課程で取り組んだテーマを継続して研究するため」   14件 

「博士号を得てＡＩ専門家として活動の幅を広げるため」   21件 

「実際に入学してみて立教大学で学び続けたいと思ったため」 8件 

「所属企業での昇進・待遇向上等」             5件 

回答 一般 社会人 推薦※ 総計

ぜひ進学したい 1 6 2 9

進学したい 1 5 0 6

進学を検討するかもしれない 3 7 1 11

おそらく進学を希望しない予定である 3 11 3 17

進学を希望しない予定である 3 8 3 14

総計 11 37 9 57

※推薦は、「指定企業推薦入学」及び「自己推薦入試」の合計

回答 20代 30代 40代 50代 総計

ぜひ進学したい 2 6 1 0 9

進学したい 2 1 2 1 6

進学を検討するかもしれない 3 4 3 1 11

おそらく進学を希望しない予定である 5 4 7 1 17

進学を希望しない予定である 5 6 2 1 14

総計 17 21 15 4 57



 

 

 

■進学理由
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全体 26 21 14 13 11 10 8 7 5 5 2

100% 81% 54% 50% 42% 38% 31% 27% 19% 19% 8%

入試区分 一般 5 3 3 2 3 2 1 0 0 0 1

100% 60% 60% 40% 60% 40% 20% 0% 0% 0% 20%

社会人 18 15 9 9 6 6 5 6 4 4 1

100% 83% 50% 50% 33% 33% 28% 33% 22% 22% 6%

推薦 3 3 2 2 2 2 2 1 1 1 0

100% 100% 67% 67% 67% 67% 67% 33% 33% 33% 0%

年齢区分 20代 7 5 4 3 4 3 2 1 1 2 1

100% 71% 57% 43% 57% 43% 29% 14% 14% 29% 14%

30代 11 9 6 5 4 6 4 5 3 2 0

100% 82% 55% 45% 36% 55% 36% 45% 27% 18% 0%

40代 6 5 2 4 3 1 2 1 0 1 1

100% 83% 33% 67% 50% 17% 33% 17% 0% 17% 17%

50代 2 2 2 1 0 0 0 0 1 0 0

100% 100% 100% 50% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0%

性別 男性 24 20 12 11 10 9 7 6 4 4 2

100% 83% 50% 46% 42% 38% 29% 25% 17% 17% 8%

女性 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 0

100% 50% 100% 100% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 0%

文理別 文系 12 11 6 3 4 4 3 3 1 3 0

100% 92% 50% 25% 33% 33% 25% 25% 8% 25% 0%

理系 14 10 8 10 7 6 5 4 4 2 2

100% 71% 57% 71% 50% 43% 36% 29% 29% 14% 14%

※前問で「ぜひ進学したい」「進学したい」「進学を検討するかもしれない」を選択した26名の回答 【複数回答可】
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３．進学理由についての自由記述 

・大学の研究職に就きたいので 

・ＡＩ専門家というほどではないが、将来、人に教える仕事をしたく、博士課程を修了し

たい思いはあります。 

・今後学生が増えてくると難しくなるかもしれませんが、オンラインを活用し定期的にマ

ンツーマンや少人数での指導を戴けることは非常に有意義です。 

・専門職として博士号を持っていることが今後の研究のアドバンテージになると考えま

した。 

 

 

以上 

 

【参考】アンケート様式 

 

Ｑ１：博士課程後期課程への進学を希望しますか。 

  ○ ぜひ進学したい 

  ○ 進学したい 

  ○ 進学を検討するかもしれない 

  ○ おそらく進学を希望しない予定である 

  ○ 進学を希望しない予定である 

 

 Ｑ２：進学を希望する理由に該当する要素として近いものがあれば以下の選択肢の中

から選んでください【複数回答可】 

   □ 教員ラインナップ 

   □ 研究分野のラインナップ 

   □ カリキュラム 

   □ 修了時に修得できる知識・技能 

   □ 昼夜開講形式 

   □ 修士課程で取り組んだテーマを継続して研究するため 

   □ 博士号を得て AI専門家として活動の幅を広げるため 

   □ 実際に入学してみて立教大学で学び続けたいと思ったため 

   □ 所属企業での昇進・待遇向上等 

   □ その他 

   

Ｑ３：進学を希望または検討する理由について、上記選択肢以外の理由がある場合は

こちらに記述してください（Ｑ２で「その他」を選んだ方はこちらに記述してく

ださい）。 
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【会場変更】公開シンポジウム

「AIと倫理」

人工知能科学研究科、情報処理学会電子知的財産・社会基盤研究会（IPSJ-EIP）、電気情報通信

学会技術と社会・倫理研究会（SITE）�主催

事前申込要

INFORMATION

  

4/22追記 

【会場変更】 

新型コロナウイルス感染症拡大に配慮し、オンラインでの開催・配信に変更いたします。

ご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

2020年6月4日（木）13:30～18:00

オンラインでの開催となりました。
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ディープラーニングを代表とする機械学習の進展によって、巨大なデータ群をもとに複雑

な認識・判断を行う人工知能（AI）が実用化の段階に入った。ところが、AIが社会に浸

透・普及するにあたって、その濫用や誤用・誤解への懸念も小さくない。2010年代以降

数多くの政府やNPO、超国家組織（欧州共同体、OECDなど）がAIの設計・製造・運用に

かかわる倫理指針を発表してきたのがその表れである。 

本シンポジウムは、AIと倫理に関わる現代から近未来にかけての課題を俯瞰すると同時

に、政府規制・教育・社会応用における具体的課題に関して、第一線の論者を招き総合的

かつ多面的に討論する。

講師

東京大学名誉教授、特定国立研究開発法人理化学研究所革新知能統合研究セ

ンターグループディレクター

中川 裕志 氏

プライバシー保護、個人データ利活用モデル、人工知能倫理、社会における人工知

能のあり方、統計的機械学習研究に従事。工学博士（東京大学）。

株式会社KDDI総合研究所勤務

加藤 尚徳 氏

株式会社KDDI総合研究所において、情報法制（プライバシー・個人情報等）を中

心とした法制度や技術の調査・研究・コンサル業務に従事。また、大学の非常勤講

師として、情報法、知的財産法、情報セキュリティに関する講義を担当。総務省平

成26年度戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE、国際連携型研究開発）「プ

ライバシーに配慮した情報提供を可能にする高度知識集約プラットフォームの研究

開発(iKaaS)」共同代表。

本学大学院人工知能科学研究科教授

村上 祐子

2020年度より本学大学院人工知能科学研究科に着任

株式会社サイバーエージェント秋葉原ラボデータマイニングエンジニア

森下 壮一郎 氏

2005年埼玉大学大学院理工学研究科博士後期課程中退。2009年同大学博士（工

学）。東京大学、電気通信大学、理化学研究所を経て、2016年より現職。メディ
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名称

【会場変更】公開シンポジウム「AIと倫理」

アサービスのデータ分析等に従事。

関東学院大学人間共生学部コミュニケーション学科准教授

折田 明子 氏

専門は情報社会学、ネットコミュニケーション論。1998年慶應義塾大学総合政策

学部卒業。2000年慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修士課程修了。2007

年慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科後期博士課程単位取得退学、後に博士

（政策・メディア）取得。ソーシャルメディアにおける死者のデータとプライバシ

ーの関係および情報教育の研究に従事。

名古屋大学情報文化学部社会システム情報学科メディア社会系准教授

久木田 水生 氏

専門は言語哲学、技術哲学、技術倫理、人文情報学（デジタル・ヒューマニティー

ズ）。記号を用いたコミュニケーションにおける意味の創発を中心的なテーマと

し、広い意味での情報技術（ここには言語や記号システム、科学理論なども含まれ

る）と、人間の認識や社会構造の間の相互作用に焦点を当てる。また近年は特にロ

ボット工学に関する哲学的倫理的問題について考察。人文情報学では歴史的文献研

究支援ソフトウェアSMART-GS開発に参加。

筑波大学システム情報系助教

大澤 博隆 氏

2009年慶應義塾大学大学院理工学研究科開放環境科学専攻博士課程修了。2013年

より現在まで、筑波大学システム情報系助教。ヒューマンエージェントインタラク

ション、人工知能の研究に幅広く従事。2018年よりJST RISTEX HITE プログラム

「想像力のアップデート：人工知能のデザインフィクション」リーダー。共著とし

て「人狼知能:だます・見破る・説得する人工知能」「人とロボットの〈間〉をデザ

インする」「AIと人類は共存できるか」「信頼を考える リヴァイアサンから人工知

能まで」など。マンガトリガー『アイとアイザワ』監修。人工知能学会、情報処理

学会、日本認知科学会、ACM等会員、日本SF作家クラブ会員。博士(工学)。

詳細情報
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対象者

本学学生、教職員、校友、一般

申し込み

事前申し込み 要

参加費 無料

※6/2に締め切りました

主催

人工知能科学研究科、情報処理学会電子知的財産・社会基盤研究会

（IPSJ-EIP）、電気情報通信学会技術と社会・倫理研究会（SITE）

備考

当日の詳細スケジュールは以下サイトでご覧ください。

E-mail:rikkyoai@rikkyo.ac.jp
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立教大学について ABOUT RIKKYO

教育の特長 EDUCATION
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○資料３ 研究会 開催プログラム - 2020-06-SITE-IPSJ-EIP 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料３ 

  

２ 出典 

一般社団法人電子情報通信学会 

 

３ 引用範囲 

 電子情報通信学会 研究会発表申込システム研究会 開催プログラム 

 

４ その他の説明 

 共催で行ったシンポジウムの根拠資料として、上記資料を引用した。 

 



○資料４ 第 1 回知の共有セミナー 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料４ 

  

２ 出典 

－ 

 

３ 引用範囲 

 Slackのスクリーンショット 

 

４ その他の説明 

 学生に上記セミナーの周知を行った根拠資料として、Slack のスクリーンショットを引用したが、個

人情報が含まれているため、非公表とする。 

 



○資料５ 第 2 回知の共有セミナー 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料５ 

  

２ 出典 

－ 

 

３ 引用範囲 

 Slackのスクリーンショット 

 

４ その他の説明 

 学生に上記セミナーの周知を行った根拠資料として、Slack のスクリーンショットを引用したが、個

人情報が含まれているため、非公表とする。 

 



○資料６ 第 1 回人工知能科学研究科コロキウム 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料６ 

  

２ 出典 

－ 

 

３ 引用範囲 

 Slackのスクリーンショット 

 

４ その他の説明 

 学生に上記コロキウムの周知を行った根拠資料として、Slack のスクリーンショットを引用したが、

個人情報が含まれているため、非公表とする。 

 



○資料７ 第 2 回人工知能科学研究科コロキウム 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料７ 

  

２ 出典 

－ 

 

３ 引用範囲 

 Slackのスクリーンショット 

 

４ その他の説明 

 学生に上記コロキウムの周知を行った根拠資料として、Slack のスクリーンショットを引用したが、

個人情報が含まれているため、非公表とする。 

 



○資料８ 人工知能（AI）活用セミナー 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料８ 

  

２ 出典 

一般社団法人プロジェクトマネジメント学会人工知能（AI）と統計モデル研究会 

 

３ 引用範囲 

 人工知能（AI）活用セミナー2020開催案内 

 

４ その他の説明 

 上記セミナーを開催した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 



○資料９ SHIBUYA QWS イノベーション協議会 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料９ 

  

２ 出典 

学校法人早稲田大学（WASEDA-EDGE 人材育成プログラム） 

https://waseda-edge.jp/event_detail_2020?id=20200924 

 

３ 引用範囲 

 イベント情報 

 

４ その他の説明 

 上記協議会主催のワークショップに参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://waseda-edge.jp/event_detail_2020?id=20200924


○資料 10  Tokyo Developers Study Weekend 及び FabCaféTokyo 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 10 

  

２ 出典 

Peatix Inc. 

https://unrealinreal20201014.peatix.com/ 

 

３ 引用範囲 

 イベント情報 

 

４ その他の説明 

 上記組織主催のイベントに参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://unrealinreal20201014.peatix.com/


○資料 11  Society X _ 分断から包摂へ～AI とつくる新しい社会～ _ SOCIAL INNOVATION WEEK 

SHIBUYA 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 11 

  

２ 出典 

SOCIAL INNOVATION WEEK SHIBUYA 

https://social-innovation-week-shibuya.jp/events/event/2642/ 

 

３ 引用範囲 

 イベント情報 

 

４ その他の説明 

 上記組織主催のイベントに参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://social-innovation-week-shibuya.jp/events/event/2642/


○資料 12  PROGRAM｜Innovative City Forum 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 12 

  

２ 出典 

INNOVATIVE CITY FORUM （森ビル株式会社） 

https://social-innovation-week-shibuya.jp/events/event/2642/ 

 

３ 引用範囲 

 イベント情報 

 

４ その他の説明 

 上記組織主催のイベントに参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://social-innovation-week-shibuya.jp/events/event/2642/


○資料 13  Blockchain EXE 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 13 

  

２ 出典 

Peatix Inc. 

https://peatix.com/event/1628590 

 

３ 引用範囲 

 イベント情報 

 

４ その他の説明 

 上記組織主催のイベントに参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://peatix.com/event/1628590


○資料 14 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD） 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 14 

  

２ 出典 

人工知能学会 言語音声理解と対話処理研究会 SIG-SLUD 

https://jsai-slud.github.io/sig-slud/90th-sig.html 

 

３ 引用範囲 

 イベント情報 

 

４ その他の説明 

 上記組織主催のイベントに参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://jsai-slud.github.io/sig-slud/90th-sig.html


○資料 15 利他学会議 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 15 

  

２ 出典 

国立大学法人東京工業大学（未来の人類研究センター） 

https://www.fhrc.ila.titech.ac.jp/kanri/wp-content/uploads/2021/02/ritagakukaigi_01.pdf 

 

３ 引用範囲 

 開催案内 

 

４ その他の説明 

 上記会議に参加した根拠資料として、上記資料を引用した。 

 

https://www.fhrc.ila.titech.ac.jp/kanri/wp-content/uploads/2021/02/ritagakukaigi_01.pdf


○資料 16 ＜経団連＞Sociaty5.0ーともに創造する未来－概要 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 16 

  

２ 出典 

一般社団法人日本経済団体連合会 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2018/095_gaiyo.pdf 

 

３ 引用範囲 

 「Sociaty5.0ーともに創造する未来」（概要）の P１及び P８ 

 

４ その他の説明 

 「創造社会」という表現を使用している例として、上記資料のうち、P１及び P８を抜粋して引用した。 

 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2018/095_gaiyo.pdf


○資料 17 ＜経団連＞今後のわが国の大学改革のあり方に関する提言－概要版－ 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 17 

  

２ 出典 

一般社団法人日本経済団体連合会 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2018/051_gaiyo.pdf 

 

３ 引用範囲 

 「今後のわが国の大学改革のあり方に関する提言」（概要）の P１及び P３ 

 

４ その他の説明 

 AI、ビッグデータ、ゲノム等の新しい科学技術を、人文社会科学系の知識・専門性（法律、経営、倫

理哲学等）を活用して社会実装することが Society5.0 に繋がる、としている例として、上記資料のう

ち、P１及び P３を抜粋して引用した。 

 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2018/051_gaiyo.pdf


○資料 18 ＜経団連＞AI 活用戦略（概要） 

 

 

１ 書類等の題名 

「学生の確保の見通し等を記載した書類」資料 18 

  

２ 出典 

一般社団法人日本経済団体連合会 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/013_gaiyo.pdf 

 

３ 引用範囲 

 「AI活用戦略～AI-Readyな社会の実現に向けて～」（概要）の P１及び P２ 

 

４ その他の説明 

 Society 5.0 実現の中核技術が AIである、としている例として、上記資料のうち、P１及び P２を抜

粋して引用した。 

 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/013_gaiyo.pdf
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